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五條の春は五條の春は

　賀名生から
！

　賀名生から
！

（写真）今年も賀名生の里歴史民俗資料館で、恒例の「西吉野のひな人形」が開催されています。衣装や道具、表情もさまざまな（写真）今年も賀名生の里歴史民俗資料館で、恒例の「西吉野のひな人形」が開催されています。衣装や道具、表情もさまざまな
ひな人形が飾られた資料館で、季節の行事をお楽しみください。（４月１日まで）ひな人形が飾られた資料館で、季節の行事をお楽しみください。（４月１日まで）
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Gojo Photo News
ごじょうフォトニュース

講談で楽しく歴史を学ぶ１/31みんなで学ぼう五條の歴史
　五條小学校で講談師・四代目玉田玉秀斎さんを講師に、
「みんなで学ぼう五條の歴史 in 五條小学校」を開催しま
した。低学年には「すぐ近くに残る昔話」、高学年には「五
條市で活躍した人びと」をテーマに、講談を初めて聞く
子ども達に、大きな身振り手振りに笑いを交えながら、
楽しく五條の歴史を伝えました。

初
め
て
聞
い
た
子
ど
も
達
も
、
い
つ
の
間

に
か
話
に
引
き
込
ま
れ
て
夢
中
に
。
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1/21 全６区間でたすきをつなぐ

　第 60 回五條市駅伝大会（主催：五條市・五條
市教育委員会・五條市体育協会）が開催され26チー
ム 156 人のランナーが参加しました。
　コースは野原中学校をスタートし、吉野川沿い
に南阿太で折り返し、再び野原中学校へゴールす
る６区間 21 km。日頃鍛えた健脚を競い合い、タ
スキをつないだ大会の結果は以下のとおりです。

第60回五條市駅伝大会
一般の一部
優　勝　阪合部地区体育協会 A
準優勝　北宇智地区体育協会
一般の二部
優　勝　吉野 RC
準優勝　五條消防署Ａ
第３位　五條市職員組合
一般女子の部
きらり☆ママ２０１８
※参加が１チームのみのためオープン参加

中学生男子の部
優　勝　五條西中学校 A
準優勝　五條中学校
第３位　五條西中学校Ｂ
中学生女子の部
優　勝　五條西いちご
準優勝　五條中学校
第３位　野原中学校

1/10 大和社中・五條産の茜を使用

　大和社中の中 純宏氏、山口恭誉氏が市役所を訪れ、
紅白幕２枚を寄贈いただきました。この紅白幕はニホ
ンアカネほか３種類の天然染料で染め分けられたもの
で、縦約 1.8ｍ・横６ｍ。太田市長は「このような色が
出るのが素晴らしい。五條市をアカネで盛り上げてく
れるのは有難い」と感謝を述べました。この紅白幕は
今後行われるイベントなどで活用される予定です。

紅白幕２枚が寄贈されました
写
真
左
か
ら
太
田
市
長
、
大
和
社
中
・
中 

純
宏
氏
、
同
・
山
口
恭
誉
氏

スタート地点の野原中学校を飛び出す第一走者

２/４ 紀伊半島大水害の行方不明者

　紀伊半島大水害の行方不明者捜索は一昨年をもっ
て終了しました。しかし、市内の行方不明者１人が
昨年６月に十津川村風屋ダムで発見されたことから、
今回、五條市と十津川村が連携して十津川村風屋ダ
ム・二津野ダムの捜索を行いました。五條市・十津
川村・消防団・警察・消防署・電源開発㈱から 162
人が参集し、ボートでダム湖を捜索しました。

十津川村と連携したダム捜索
ボ
ー
ト
に
分
乗
し
、
各
機
関
が
連
携
し
て

ダ
ム
湖
を
捜
索
す
る
様
子

Gojo Photo NewsGojo Photo News
ごじょうフォトニュースごじょうフォトニュース
Gojo Photo News
ごじょうフォトニュース

２ごじょうフォトニュース



1/27 力を合わせて完走

　今回で第 33 回を迎える吉野川ジュニア駅伝大
会が上野公園で開催されました。各学校を代表し
て小学生男子・女子４人ずつがチームを結成して
出場。沿道の熱い声援に応えて、日頃の練習の成
果を存分に発揮し、８キロメートルをタスキでつ
なぎました。入賞チームは以下のとおりです。

第33回吉野川 ｼﾞｭﾆｱ駅伝大会

Gojo Photo NewsGojo Photo News
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1/26 華南師範大学附属外国語学校

　五條東中学校に華南師範大学附属外国語学校（中国広東
省）から 21 人の学生が訪れ、授業や給食を通じて交流を図
りました。これは日本文化の体験を通じて、次世代を担う
青少年の国際交流や国際協力を充実させる目的で行われて
いる取組で、生徒らはクラスごとに分かれて書道・美術・
体育など、授業を通じて積極的に交流を行いました。

五條東中学校と交流
片
言
の
英
語
や
身
振
り
手
振
り
で
相
談
し
、

気
に
入
っ
た
言
葉
を
書
道
で
表
現
。

　上野公園総合体育館（ｼﾀﾞｰｱﾘｰﾅ）
で行われた市民卓球大会の結果を
報告します（敬称略）
■一般男子の部
▼１・２位トーナメント
優　勝　棚田　一（五條高校）
準優勝　安満琉斗（橿原高校）
３　位　田中大志（野原卓球ｸﾗﾌﾞ）
３　位　橋本　豊（五條高校）
▼３・４・５位トーナメント
優　勝　米田莉大（五條高校）
準優勝　野崎　誠（野原卓球ｸﾗﾌﾞ）
３　位　中村紘尉（野原卓球ｸﾗﾌﾞ）
３　位　峯　大心（野原卓球ｸﾗﾌﾞ）

■一般女子の部 
優　勝　安満更紗（ETTC）
準優勝　安満　遥（ETTC）
３　位　岡本愛佳（野原卓球ｸﾗﾌﾞ）
■小・中学生男子の部
▼１・２位トーナメント
優　勝　坂上　僚（五條東中）
準優勝　角矢奈央樹（五條東中）
３　位　上山拓海（五條東中）
３　位　番匠　樹（野原中）
▼３・４位トーナメント
優　勝　田中成龍（野原中）
準優勝　荒谷凌大（野原卓球ｸﾗﾌﾞ）
３　位　那須晴斗（五條東中）
３　位　三長直央（五條東中）
■小・中学生女子の部
▼１・２位トーナメント
優　勝　森本千尋（野原卓球ｸﾗﾌﾞ）
準優勝　武藤嵯莉夏（五條中）

３　位　棚田真衣（野原卓球ｸﾗﾌﾞ）
３　位　大西香理（五條中）
▼３・４位トーナメント
優　勝　田中咲那（五條東中）
準優勝　辻本詩音（五條中）
３　位　北嶋恋暖（五條東中）
３　位　岡田芽衣紗（野原卓球ｸﾗﾌﾞ）
■ラージボールの部
１・２位トーナメント
優　勝　青木　隆（五條ﾗｰｼﾞ）
準優勝　阪口博昭（五條ﾗｰｼﾞ）
３　位　田野瀬俊夫（五條ﾗｰｼﾞ）
３　位　石阪敬啓（五條ﾗｰｼﾞ）
３・４位トーナメント
優　勝　児島定男（五條ﾗｰｼﾞ）
準優勝　佐々木憲司（五條ﾗｰｼﾞ）
３　位　逵本純子（五條ﾗｰｼﾞ）
３　位　古川法史（田園卓球ｸﾗﾌﾞ）

1/20 各年齢で熱戦を展開第33回
市民卓球大会

勢いよくスタートする第一走者。８人が力を合わせ、タスキをつなぎました。

　選抜チームが 3月 3日に橿原市
で開催される第 13 回市町村対抗
子ども駅伝大会に出場します。
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優　勝　牧野小学校Ａ
準優勝　阪合部小学校Ａ
第３位　五條小学校Ａ
第４位　北宇智小学校Ａ
第５位　宇智小学校Ａ
第６位　五條小学校Ｂ

３ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１
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国
民
年
金
に
加
え
農
業
者
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
で
、
安
心
で
豊

か
な
老
後
に
備
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
業
者
年
金
に

　

加
入
し
ま
せ
ん
か

■
農
業
者
年
金
５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
積
立
方

式
の
公
的
年
金

②
保
険
料
は
自
分
で
選
べ
、
い
つ

で
も
変
更
が
で
き
る
（
月
額
２

万
円
〜
６
万
７
千
円
ま
で
の
間

で
、千
円
単
位
で
自
由
に
選
択
）

③
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

つ
き

④
社
会
保
険
料
の
全
額
控
除
な
ど

税
制
面
で
も
大
き
な
優
遇

⑤
条
件
に
よ
り
、
認
定
農
業
者
に

は
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
受
け

ら
れ
る

■
農
業
者
年
金
の
加
入
条
件

①
国
民
年
金
１
号
被
保
険
者
で
あ

る
人

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
人

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

※

農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農
業
者

や
配
偶
者
、
後
継
者
な
ど
家
族

農
業
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

制
度
に
つ
い
て
の
相
談
、
詳
細

に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

農
業
委
員
会

事
務
局

　
（
内
線
２
７
１
）　　

税金

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
原
動

機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
を
廃
車
・
譲
渡
し
た
り
、
他
の
市
町
村
に
転

出
し
た
り
し
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
な
も
の

①
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

②
標
識
交
付
証
明
書

③
印
鑑

※

盗
難
（
遺
失
）
が
あ
っ
た
場
合
は
、

警
察
に
盗
難
（
遺
失
）
届
を
出
し
て

か
ら
、
そ
の
受
理
番
号
を
控
え
た
う

え
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
人
で
原
動

機
付
自
転
車
を
所
有
し
て
い
る
場
合

は
、
転
出
後
15
日
以
内
に
標
識
を
返

納
し
、
転
出
先
の
市
区
町
村
の
窓
口

で
、
新
し
い
標
識
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
申
告
・
問
合
先

▼
税
務
課
市
民
税
係
（
内
線
３
３
３
）

▼
西
吉
野
支
所 　

▼
大
塔
支
所

▼
軽
二
輪
（
１
２
５
㏄
〜
２

５
０
㏄
）、　

二
輪
の
小
型

自
動
車
（
２
５
０
㏄
以
上
）

の
廃
車
・
譲
渡
・
転
出
手
続

■
申
告
・
問
合
先　

奈
良
運

輸
支
局
（
大
和
郡
山
市
額
田

部
北
町
９
８
１‐

２
）

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・

　

２
０
６
３

▼
軽
自
動
車
の
廃
車
・
譲
渡
・

転
出
手
続　

■
申
告
・
問
合
先　

軽
自
動

車
検
査
協
会
奈
良
事
務
所

（
大
和
郡
山
市
額
田
部
北
町

９
８
０-

３
）

☎
０
５
０
・
３
８
１
６
・

　

１
８
４
５

廃
車
・
譲
渡
・
転
出
手
続
は
お
早
め
に

▼
原
動
機
付
自
転
車

　
（
１
２
５
㏄
ま
で
）
の

　

廃
車
・
譲
渡
・
転
出
手
続

市・県民税、市・県民税、
所得税の申告期限は所得税の申告期限は

３/15３/15
（木）（木） ■申告・問合先■申告・問合先

▼税務課（内線 256・298）▼税務課（内線 256・298）
▼葛城税務署▼葛城税務署
☎0745・22・27210745・22・2721

まで！まで！

　市・県民税の申告および所得税の確定申告は３月15日（木）
が期限です。申告忘れ等がないよう注意してください。が期限です。申告忘れ等がないよう注意してください。

原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動
車
の

）

市・県民税、
所得税の申告期限は ■申告・問合先

▼税務課（内線 256・298）
▼葛城税務署
☎0745・22・2721

まで！

　市・県民税の申告および所得税の確定申告は３月15日（木）
が期限です。申告忘れ等がないよう注意してください。

■内容
①基調講演

　・助けあい社会」
　公益財団法人さわやか福祉財団
　認定社会福祉士　土屋 幸己 氏

②実践報告・パネルディスカッション
　保脇 祥隆 氏（田園地区社会福祉協議会）
　萩原 豊治 氏（奈良帝塚山地区社会福祉協議会）
　酒井 良子 氏（葛城市生活応援サポーター）
　丹井 悠子 氏（葛城市生活応援サポーター）
　（司会進行）酒井 亮 氏（五條市社会福祉協議会）
　（解説）土屋 幸己 氏（公益財団法人さわやか福祉財団）
　（パネリスト）介護福祉課長・地域包括支援ｾﾝﾀｰ所長

地域の福祉力を高めよう

農業者年金

廃車手続・名義変更等
忘れていませんか

３/15
（木）

４くらしのメモ
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市・県民税、
所得税の申告期限は

３/15
（木） ■申告・問合先

▼税務課（内線 256・298）
▼葛城税務署
☎0745・22・2721

まで！

が期限です。申告忘れ等がないよう注意してください。

全国瞬時警報システム (Ｊアラート）の
全国一斉訓練が実施されます
３/14
（水）

　武力攻撃などに備え、全国瞬時警報システム
（Ｊアラート）を用いた全国一斉の情報伝達訓
練が実施されます。

■日時　３月 14 日（水）　11 時～（約１分間）
■内容　市内に設置している防災行政無線の屋外拡声
　　　　子局や戸別受信機から一斉に放送されます。

■放送内容
①チャイム♪
②「これは Jアラートの
　テストです」
　（３回繰り返します）
③「こちらは防災五條です」
④チャイム♪

■問合先　危機管理課　（内線 370）

※

訓
練
放
送
で
、
実
際
の

災
害
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
別
弔
慰
金
の
申
請
は
今
月
中
に
！

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
戦

没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
、「
第
10

回
特
別
弔
慰
金
」
と
し
て
記
名
国

債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
五
條
市
へ

の
申
請
期
限
は
３
月
30
日
（
金
）

ま
で
の
た
め
、
ま
だ
の
人
は
早
め

に
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

※

前
回
申
請
者
の
う
ち
、
申
請
が

ま
だ
で
請
求
可
能
な
人
が
い
る

場
合
に
は
前
回
請
求
者
宛
に
案

内
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
案
内

が
届
い
て
い
な
く
て
も
心
当
た

り
の
あ
る
人
は
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

※

申
請
に
は
多
く
の
書
類
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
、
か
な
り

の
時
間
を
要
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

※

受
付
か
ら
支
給
ま
で
１
年
〜
３

年
か
か
る
見
込
み
で
す
。
詳
し

く
は
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

※

国
債
が
発
行
さ
れ
次
第
す
ぐ
に

申
請
者
に
通
知
を
送
っ
て
い
ま

す
。
申
請
か
ら
１
年
以
上
経
過

し
て
い
て
、
通
知
が
届
い
て
い

な
い
人
は
、
窓
口
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
遺
族　

戦
没
者
死

亡
時
に
生
ま
れ
て
い
た
、
次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
１

人
で
す
。

上記１～４以外の三親等内の親族（戦没者等の死亡時
まで引き続き１年以上生計関係を有していた人に限る）

弔慰金の受給権者１
戦没者の子
Ａ．戦没者と生計関係を有していた
Ｂ．遺族以外のものの養子になっていない
Ｃ．遺族以外のものと氏を改める婚姻または事実婚
をしていない

以上３点をすべて満たす
①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹

上記３以外の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹

２

３

４

５

■
問
合
先　

社
会
福
祉
課
福
祉
係

　
（
内
線
２
９
９
）

■
申
請
締
切　

３
月
30
日
（
金
）

※

五
條
市
で
の
受
付
締
切
日
で
す
。

■
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
で

５
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
窓
口　

社
会
福
祉
課

特別弔慰金

う
ち
ら
で
何
か
や
ろ
う
よ
！
地
域
の
た
め
に

お
互
い
さ
ん
の
助
け
あ
い
を
考
え
る
市
民
の
集
い

　　

五
條
市
で
も
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

や
助
け
あ
い
の
力
、
地
域
の
福
祉

力
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔
な

が
ら
の
「
お
互
い
さ
ん
の
助
け
あ

い
」
で
、
高
齢
者
を
含
め
た
住
民

が
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
続

け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
の
こ
と
を
み
ん

な
で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
10
日
（
土
）

　

９
時
30
分
〜
正
午（
９
時
開
場
）

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

地
域
の
助
け
あ
い
活

動
に
興
味
の
あ
る
人

■
定
員　

先
着
１
５
０
人

■
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
①

住
所
②
氏
名
を
伝
え
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
・
申
込
先　

介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
９
・
２
９
２
）

全国瞬時警報システム (Ｊアラート）の
全国 斉訓練が実施されます ■放

案
内

当
た

く
だ

必
要

な
り

あ
り

〜
３

詳
し

て
く

ぐ
に

い
ま

経
過

て
い

し
て

祉
係

な
で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
■
問
合
・
申
込
先

介
護
福
祉
課

（
内
線
２
４
９
・
２
９
２
）

（（
内
線
内
線
２
４
２
４
９
・
９
・
２
９
２
９
２
）
２
）

■内容■内容
①基調講演①基調講演
「みんなで創る新しい支えあい
　・助けあい社会」　・助けあい社会」
　公益財団法人さわやか福祉財団公益財団法人さわやか福祉財団
　認定社会福祉士　　認定社会福祉士　土屋 幸己 氏土屋 幸己 氏

②実践報告・②実践報告・パネルディスカッションパネルディスカッション
　保脇 祥隆 氏（田園地区社会福祉協議会）保脇 祥隆 氏（田園地区社会福祉協議会）
　萩原 豊治 氏（奈良帝塚山地区社会福祉協議会）　萩原 豊治 氏（奈良帝塚山地区社会福祉協議会）
　酒井 良子 氏（葛城市生活応援サポーター）　酒井 良子 氏（葛城市生活応援サポーター）
　丹井 悠子 氏（葛城市生活応援サポーター）　丹井 悠子 氏（葛城市生活応援サポーター）
　（司会進行）（司会進行）酒井 亮 氏（五條市社会福祉協議会）酒井 亮 氏（五條市社会福祉協議会）
　（解説）（解説）土屋 幸己 氏土屋 幸己 氏（公益財団法人さわやか福祉財団公益財団法人さわやか福祉財団）
　（パネリストパネリスト）介護福祉課長・地域包括支援ｾ介護福祉課長・地域包括支援ｾﾝﾀｰ所長ﾝﾀｰ所長

　知的障害児施設、特別養護老人ホーム、療育等支援事業コーディネー
ター、静岡県富士宮市地域包括支援センター長等を歴任。現在は公益財
団法人さわやか福祉財団で、戦略アドバイザーとして全国各地で活躍中。
これまでに、厚生労働省や日本社会福祉士会等の委員を多数歴任。

講師プロフィール

■内容
①基調講演
「みんなで創る新しい支えあい
　・助けあい社会」
　公益財団法人さわやか福祉財団
　認定社会福祉士　土屋 幸己 氏

②実践報告・パネルディスカッション
　保脇 祥隆 氏（田園地区社会福祉協議会）
　萩原 豊治 氏（奈良帝塚山地区社会福祉協議会）
　酒井 良子 氏（葛城市生活応援サポーター）
　丹井 悠子 氏（葛城市生活応援サポーター）
　（司会進行）酒井 亮 氏（五條市社会福祉協議会）
　（解説）土屋 幸己 氏（公益財団法人さわやか福祉財団）
　（パネリスト）介護福祉課長・地域包括支援ｾﾝﾀｰ所長

地域の福祉力を高めよう地域の福祉力を高めよう地域の福祉力を高めよう

５ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



国民健康保険

奈　    良　    県

適用開始年月日

交付者名

31

XX        XX      XX
XX        XX      XX
30          4          1

XXXXXXXX

本町１丁目１番１号

五條  太郎 男

五條  一郎

30

XX        XX      XX
XX        XX      XX
29          4          1

XXXXXXXX

本町１丁目１番１号

五條  太郎 男

五條  一郎

保  険  課

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
が
、

五
條
市
か
ら
奈
良
県
へ
と
変
わ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
被
保
険

者
証
の
様
式
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら

国
民
健
康
保
険
の

　

被
保
険
者
証
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す

■
新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
平
成
31
年
３
月
31
日
で
す

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は

有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

▼
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
75

歳
に
な
る
人
⬇
誕
生
日
の
前
日

ま
で

▼
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
65

歳
に
な
る
退
職
被
保
険
者
証
を

持
っ
て
い
る
人
⬇
誕
生
月
の
月

末
（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
誕
生

月
の
前
月
の
月
末
）

※

有
効
期
限
が
切
れ
る
前
に
、
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、

一
般
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま

す
。

■
現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
は
３
月
31
日
で
有
効
期
限

が
切
れ
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
被
保

険
者
証
は
、
３
月
中
旬
に
世
帯
の

加
入
者
全
員
分
を
ま
と
め
て
世
帯

主
宛
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

簡
易
書
留
は
受
け
取
り
の
際
受
領

印
が
必
要
で
す
。
留
守
な
ど
で
郵

便
局
か
ら
不
在
通
知
を
受
け
取
っ

た
と
き
は
、
記
載
内
容
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
必
ず

記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
、
加

入
者
全
員
分
の
被
保
険
者
証
が
あ

る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
新
し
い
被
保
険
者
証
を
受
け
取

れ
な
か
っ
た
人
は
保
険
課
ま
で

　

配
達
で
き
な
か
っ
た
被
保
険
者

証
は
、
４
月
２
日
以
降
保
険
課
で

保
管
し
ま
す
。①
身
分
証
明
書（
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

②
印
鑑
を
持
っ
て
、
保
険
課
の
窓

口
ま
で
来
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
４
月
に
小
学
校
・
中

学
校
に
進
学
す
る
子
ど
も
の
「
乳

幼
児
・
子
ど
も
（
小
学
生
）
医
療

費
受
給
資
格
証
」
の
有
効
期
限
は

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

２
月
中
旬
に
子
ど
も（
小
学
生
・

中
学
生
）
医
療
へ
の
更
新
申
請
書

類
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
内

容
を
確
認
し
、
更
新
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。手
続
を
し
た
人
に
は
、

３
月
下
旬
以
降
に
新
た
な
医
療
費

受
給
資
格
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
で
、
こ
れ
ま
で

医
療
費
助
成
の
申
請
を
し
て
い
な

い
人
の
新
規
申
請
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

必
ず
手
続
し
て
く
だ
さ
い

子
ど
も
医
療
費
助
成

　

更
新
手
続
受
付
中

※

更
新
手
続
を
し
な
い
と
、
４
月

１
日
か
ら
の
有
効
な
資
格
証
を

発
行
で
き
ま
せ
ん
。

※

住
所
・
氏
名
・
加
入
医
療
保
険

等
の
変
更
が
あ
れ
ば
必
ず
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

保
護
者
の
所
得
確
認
が
必
要
に

な
る
た
め
、
平
成
29
年
度
（
平

成
28
年
中
の
所
得
）
の
申
告
が

ま
だ
の
人
は
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

制    度   名 対　　象　　者

■
手
続
・
問
合
先　

保
険
課
福
祉

医
療
係（
内
線
３
７
３･

３
９
３
）

■
問
合
先　

保
険
課
給
付
係

　
（
内
線
３
６
７
）

平成 23 年４月２日～平成 24 年４月１日
生まれ（新小学１年生）で、ひとり親家庭
等医療費助成、心身障害者医療費助成等を
受けていない子ども

平成 17 年４月２日～平成 18 年４月１日
生まれ（新中学１年生）で、ひとり親家庭
等医療費助成、心身障害者医療費助成等を
受けていない子ども

乳幼児医療

子ども医療（小学生）

子ども医療（小学生）

子ども医療（中学生）

⬇

⬇

平成 30 年３月までの被保険者証 平成 30年４月からの被保険者証

国民皆保険制度を支える国民健康保険について、
４月から財政運営を県単位に拡大し、制度運営の安定化につなげます。
あわせて、医療提供体制の整備と医療費適正化を一体的に推進します。

安心して
医療サービスを
受けられる取組

県民負担の
増加抑制

医療サービスの質
（費用対効果）

の向上

県民の受益の均 
てん化・保険料負

担の公平化

６くらしのメモ



国民健康保険
国民皆保険制度を支える国民健康保険について、国民皆保険制度を支える国民健康保険について、
４月から財政運営を県単位に拡大し、制度運営の安定化につなげます。４月から財政運営を県単位に拡大し、制度運営の安定化につなげます。
あわせて、あわせて、医療提供体制の整備医療提供体制の整備と医療費適正化医療費適正化を一体的に推進します。を一体的に推進します。

　高齢化や生活習慣病の増加などにともなっ
て医療費が増加傾向になっています。日頃か
ら自身の健康管理に留意し、健康で明るい生
活を送ることが、医療費の節減につながるこ
とになります。一人ひとりのちょっとした心
がけで医療費は節減することができます。
▼食生活の見直しや運動不足の改善など、日

頃から健康な身体作りを心がけましょう。
▼かけもち受診や時間外・休日受診はなるべ

く避けましょう。
▼特定健診を積極的に利用して病気の予防や

早期治療を心がけましょう。　（H29 年度
は 552 人が集団検診を受診しました。）

■平成 30 年４月から、県も市町村とともに国保の運営に
加わり、国保の財政運営を市町村単位から県単位に拡
大します。 これにより、予期せぬ医療費増等の財政リス
クの軽減など、国保運営の安定化につなげます。

■「同じ所得・世帯構成であれば、県内のどこに住ん
でも保険料が同じ」（平成 36年度予定）になるこ
とを目指し、加入者の負担の公平化につなげます。

　医療費は毎年増加の傾向ですが、今回の
国保制度の改正によって保険料負担が一定
程度増加する加入者については、一度に過
度な負担増とならない仕組みを設けます。

４月からの制度改正にご理解、ご協力をお願いします。 ■問合先　保険課　（内線 344）

五條市水準保険税
（平成 29年度）

奈良県水準保険税（料）
（平成 36年度～）

医療費増に伴う増
制度改正に伴う増

安心して安心して
医療サービスを医療サービスを
受けられる取組受けられる取組

医療提供体制
の整備

医療費適正化
国民健康保険
（国保）の
県単位化県民負担の県民負担の

増加抑制増加抑制

医療サービスの質医療サービスの質
（費用対効果）（費用対効果）

の向上の向上

県民の受益の均 県民の受益の均 
てん化・保険料負てん化・保険料負

担の公平化担の公平化安心して
医療サービスを
受けられる取組

県民負担の
増加抑制

医療サービスの質
（費用対効果）

の向上

保険料負担の
公平化

Ｑ． Ａ．加入者にとって
 何か変わるの？

▼申請届出は、これまでどおり五條市です。
▼保険税はこれまでどおり五條市へ納めます。
▼医療機関での負担割合は変わりません。
▼病院や診療所等で受診するときの被保険者

証等の使い方にも特に変更はありません。

Ｑ

国民皆保険制度を支える国民健康保険について、
４月から財政運営を県単位に拡大し、制度運営の安定化につなげます。
あわせて、医療提供体制の整備と医療費適正化を一体的に推進します。

７ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例

儲
け
話
の
セ
ミ
ナ
ー
で

　

勧
め
ら
れ
た
教
材

　

「
ス
マ
ホ
で
誰
で
も
簡
単
・
確
実

に
稼
げ
る
方
法
を
伝
授
」
と
い
う
広

告
を
見
て
セ
ミ
ナ
ー
参
加
し
た
が
、

内
容
は
儲
け
方
の
教
材
説
明
会
で
あ

っ
た
。
雰
囲
気
に
流
さ
れ
、
高
額
の

教
材
を
契
約
し
た
が
、
後
悔
し
て
い

る
の
で
解
約
し
た
い
。
契
約
書
に
は

「
解
約
時
の
返
金
は
一
切
し
な
い
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

助
言

　

相
談
者
は
、
儲
け
方
に
つ
い
て
話

を
聞
き
に
行
っ
た
だ
け
で
、
教
材
を

勧
め
ら
れ
る
と
は
想
定
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
教
材
を
買
う

予
定
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
不
意

打
ち
の
勧
誘
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
主
張
が
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
案
件
に
つ
い
て
は
、

早
め
に
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
「
お
金
が
儲
か
り

ま
す
」
と
勧
誘
し
て
く
る
業
者
は
、

だ
ま
す
こ
と
が
目
的
の
業
者
が
多
い

の
が
現
状
で
す
。
慎
重
に
応
対
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

（
内
線
３
８
６
）毎
週
月
・
木　

10
時
〜
15
時

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の

　

主
張
を
し
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
ま
で
、
飼
い
犬
の
登
録
は

市
役
所
の
窓
口
の
み
で
受
付
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
４
月
か
ら

市
内
動
物
病
院
で
も
手
続
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
登
録
手
数
料　

３
０
０
０
円

▼
新
た
に
犬
を
飼
う
場
合
（
生
後

91
日
以
上
の
犬
か
ら
）
や
、
現

在
犬
を
飼
っ
て
い
て
登
録
が
ま

だ
の
場
合
は
狂
犬
病
予
防
法
に

基
づ
く
登
録
が
必
要
で
す
。

▼
登
録
は
犬
の
生
涯
に
一
度
だ
け

で
す
。

▼
登
録
時
、
鑑
札
を
渡
し
ま
す
の

で
、
首
輪
や
犬
の
装
着
具
に
付

け
て
く
だ
さ
い
。
行
方
不
明
に

な
っ
た
際
、
鑑
札
の
番
号
で
飼

い
主
の
特
定
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

犬
を
飼
う
と
き
は
登
録
し
ま
し
ょ
う
！

市
内
動
物
病
院
で

 

飼
い
犬
の
新
規
登
録
が
で
き
ま
す

■
登
録
で
き
る
動
物
病
院

（
五
十
音
順
）

▼
幸
脇
動
物
病
院

（

窪
町
３
１
１
の
１
）

☎
２
６
・
０
０
５
５

▼
さ
か
い
べ
犬
猫
診
療
サ
ー
ビ
ス

（
表
野
町
３
０
３
）

☎
２
５
・
５
１
３
１

▼
前
田
獣
医
科
医
院

（
今
井
３
丁
目
６
の
45
）

☎
２
２
・
０
０
４
５

■
問
合
先　

生
活
環
境
課

（
内
線
３
９
１
） 犬鑑札平

成
29

年
度

第
00000

号

灰灰灰

乾電池

蛍光管
　

４
月
か
ら
、
各
地
区
の
古
紙
・

ビ
ン
の
収
集
日
に
、

▼
蛍
光
管
（
蛍
光
灯
・
電
球
）

▼
乾
電
池
（
ア
ル
カ
リ
電
池
・

マ
ン
ガ
ン
電
池
・
ボ
タ
ン
電

池
）
を
無
料
回
収
し
ま
す
。

➡可燃の指定袋に入れ
て、燃えるごみの日
に出してください

➡透明の袋に入れ
るか、ひもで
縛ってください

蛍
光
管
・
乾
電
池
の

無
料
回
収

み
ど
り
園

み
ど
り
園

　

だ
よ
り

　

だ
よ
り※LED 電球は

「その他燃え
ないごみ」へ

➡ み
ど
り
園

　

だ
よ
り

■問合先　みどり園■問合先　みどり園

☎２４・４１１１☎２４・４１１１

ま
ち
が
え
や
す
い

　

分
別
に
注
意
！ フライパン・炊飯器

掃除機・ドライヤー等

➡「不燃物の指定袋」
　はまちがいです

　カン・小型金属類
の指定袋に入れて
ください。■問合先　みどり園

☎２４・４１１１

みどり園

飼い犬の登録

みどり

乾
電
池

り園
乾
電
池
電
池
電
池

乾電池

８くらしのメモ



国
民
年
金
保
険
料
の

 

学
生
納
付
特
例
制
度

知
っ
て
い
ま
す
か

　

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、

学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納

付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
手
続
が

で

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
マ
メ
知
識

■
将
来
的
に
手
続
が
簡
単
に

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し
た
手
続

の
簡
素
化
や
提
出
書
類
の
省
略
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し
た
年
金
相
談

や
、
年
金
記
録
の
照
会
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

▼
市
民
課
（
内
線
２
６
８
・
３
０
０
）

市民課

国民年金

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

こ
れ
ま
で
被
保
険
者
の
資
格
変
更

な
ど
の
手
続
に
は
、
年
金
手
帳
の
基

礎
年
金
番
号
を
記
載
し
て
い
ま
し
た

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
も
手
続
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
対
象
と
な
る
人　

学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る

課
程
）
に
在
学
す
る
学
生

■
所
得
の
目
安　

１
１
８
万
円
＋

（
扶
養
親
族
等
の
数×

38
万
円
）

■
申
請
に
必
要
な
物　

①
学
生
証

（
コ
ピ
ー
）②
印
鑑
③
年
金
手
帳

※

20
歳
に
な
る
学
生
は
、
20
歳
に
な

る
時
に
届
く
「
国
民
年
金
被
保
険

者
資
格
取
得
書
」
で
加
入
手
続
も

必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
合
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

▼
市
民
課
（
内
線
２
６
８
・
３
０
０
）

※

承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学

予
定
で
あ
る
場
合
は
、
４
月
初
め

に
再
申
請
の
用
紙
が
届
き
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期
間

は
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

就
職
な
ど
で
収
入
が
で
き
た
場
合
は
、

将
来
受
け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
た

め
、「
追
納
制
度
」
を
利
用
し
て
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
を
行

わ
ず
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ

り
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
障
害
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
未
納
の
ま
ま

に
せ
ず
に
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
に
な
る
手
続　

▼
保
険
料
免
除
申
請

▼
被
保
険
資
格
取
得
届
（
厚
生
年
金

か
ら
国
民
年
金
に
変
わ
る
場
合
）

▼
種
別
変
更
届
（
会
社
員
や
公
務
員

に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
が
扶

養
か
ら
外
れ
た
場
合
な
ど
）

休
日
開
庁
日
＆

  
平
日
延
長
開
庁
日

平
日
昼
間
に
来
ら
れ
な
い
人
の
た
め
の

　

３
月
後
半
か
ら
４
月
初
旬
に
か

け
て
は
引
越
し
や
住
所
の
異
動
が

増
え
る
時
期
で
す
。
平
日
昼
間
に

忙
し
く
て
来
ら
れ
な
い
人
の
た
め

に
、
休
日
開
庁
や
平
日
の
時
間
延

長
を
行
い
ま
す
。

■
業
務
内
容

▼
住
民
票
や
印
鑑
証
明
、
戸
籍

謄
本
等
の
発
行
業
務

▼
住
所
の
異
動
届
等

▼「
通
知
カ
ー
ド
」
や
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
の
受
け

取
り

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
取
時

の
必
要
書
類
①
印
鑑
②
本
人
確

認
書
類
③
交
付
通
知
書
④
通
知

カ
ー
ド

※

通
知
カ
ー
ド
受
取
時
の
必
要
書

類

　

①
印
鑑
②
本
人
確
認
書
類

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
支
援
（
写
真
撮
影
等
）

■
問
合
先　

市
民
課　
（
内
線
２
６
２
、
２
６
３
、
５
０
３
）

■休日開庁日

３月 25日（日）９時～ 13時
４月１日（日）９時～ 17時
■平日延長開庁日

４月２日（月）19時まで
４月３日（火）19時まで

日業
務
内
容 灰

み
ど
り
園

　

だ
よ
り

■問合先　みどり園

☎２４・４１１１
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カルムのひろば

０歳～
未就園児

※各回活動費として親子で100円必要です。　
■申込・問合先　にじいろ電車代表  岩井
　カルム五條（内線289）
メール　niziirotrain@gmail.com
※初めての参加者は事前に連絡してください。

にじいろ電車

カカ

　

大
人
も
子
ど
も
も
ホ
ッ
と
で

き
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
に
じ

い
ろ
電
車
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

３/15
（木）

お
楽
し
み
会

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
時
間　

10
時
30
分
〜

４/12
（木）

は
じ
め
ま
し
て
！

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
時
間　

10
時
30
分
〜

期
間
を
過
ぎ
る
と

　
　
　
　
　
　
　

に

な
り
ま
す

子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種
を

 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

予
防
接
種
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
病
気
に
対
し
、
ワ
ク
チ

ン
で
免
疫
を
つ
く
っ
て
病
気
を
予

防
す
る
効
果
的
な
方
法
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で

肺
炎
の
予
防
、
重
症
化
防
止
な
ど

の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者

①
４
月
１
日
ま
で
に
65
歳
、
70
歳
、

75
歳
、80
歳
、85
歳
、90
歳
、95
歳
、

100
歳
に
な
る
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
H
I

　

V
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
が

あ
る
人

※

対
象
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
し

て
い
ま
す
。

※

過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

は
対
象
外
で
す
。

※

副
反
応
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※

ひ
臓
を
摘
出
し
た
人
は
健
康
保

険
が
適
用
で
き
ま
す
。

■
自
己
負
担
金　

２
５
０
０
円

※

生
活
保
護
世
帯
は
無
料

■
申
込
・
問
合
先 　

　

カ
ル
ム
五
條　
（
内
線
２
８
９
） 

高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

自
己
負
担

　

定
期
予
防
接
種
は
、
法
律
に
よ

り
接
種
回
数
や
対
象
年
齢
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
接
種
年
齢
を
迎

え
た
ら
、
予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
確
認
し
、
子
ど
も
の
健
康
状

態
が
良
い
と
き
に
接
種
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

※

予
防
接
種
や
接
種
年
齢
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
８
９
）

3/１
（木）

親
子
ヨ
ガ
で

か
ら
だ
を
動
か
そ
う
！

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
時
間　

10
時
30
分
〜

３月は 　「眠れない」「ゆううつな気分」「なんとなく調子が
悪い」このような症状で困っている人や、その家族
を対象に相談窓口等を用意しています。

　スマートフォン・
携帯から、自分で
簡単にこころの状
態をチェック

こころの体温計こころの健康相談
■日程　３月 14日（水）、28日（水）
※３月 22日（木）は訪問を行います。
■時間　①13時～ 13時 45分
　　　　②14時 15分～ 15時
　　　　③15時 30分～ 16時 15分
■場所　カルム五條
■相談員　臨床心理士
■費用　無料
※相談はすべて予約制です。
　早めに申込んでください。
■申込・問合先　カルム五條（内線 290） ■問合先

　カルム五條（内線 290）

☎0120・279・338
よりそいホットライン

☎0570・064・556

全国一斉こころの健康
相談統一ダイヤル

（平日9時～16時）

（365 日・24 時間対応）

■
日
時
　

３
月
４
日
（
日
）

　

11
時
～
14
時

■
場
所
　

カ
ル
ム
五
條

■
費
用
　

無
料
（
申
込
不
要
）

3/4
（日）

自
分
の
た
め
に
　

そ
し
て
い
つ
か
誰
か
の
た
め
に

歯
科
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
!!

　

生
涯
を
通
し
て
健
康
な
口
腔
を

維
持
し
、
豊
か
な
日
常
生
活
を
送

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
再
確
認

し
ま
せ
ん
か
。

■
主
催
　

五
條
市
歯
科
医
師
会
・

五
條
市
介
護
保
険
事
業
所
協
議
会

■
共
催
　

オ
ー
ル
五
條
地
区
連
携

研
修
会
　

■
後
援
　

五
條
市

■
問
合
先
　

カ
ル
ム
五
條

　

（
内
線
２
８
９
）

ごえん

■内容
▼講演会（11時～）
　「素敵に生きるための歯と食事」
　講師　堀内優成先生（歯科医師）

　誤嚥性肺炎の予防など、おいしく食べる
ための口腔ケアについてお話します。

▼大人の歯磨き教室
　入れ歯の人も歓迎、歯のなくなるころか
らのケアの方法や、入れ歯の手入れ方法
を学びます。

▼五條の食材をおいしく食べよう
　「ごじょう食堂」
　五條の食材を使った地産地消のおいしい
豚汁を炊き出しします（限定 100食）

▼智辯学園和太鼓部「桔梗」演奏
　（11時 50分～）
▼口腔ケア関連用品の展示　など

まさしげ
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カルムのひろば

マスク うがい手洗い イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
に
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

注
意
!!

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
年
12

月
～
３
月
ご
ろ
ま
で
流
行
し
て

い
ま
す
。
手
洗
い
や
マ
ス
ク
の

着
用
な
ど
予
防
し
、
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

エ

■
問
合
先
　

カ
ル
ム
五
條

　

（
内
線
２
８
９
）

３月は３月は
自殺対策強化月間

　「眠れない」「ゆううつな気分」「なんとなく調子が　「眠れない」「ゆううつな気分」「なんとなく調子が
悪い」このような症状で困っている人や、その家族悪い」このような症状で困っている人や、その家族
を対象に相談窓口等を用意しています。を対象に相談窓口等を用意しています。

　スマートフォン・　スマートフォン・
携帯から、自分で携帯から、自分で
簡単にこころの状簡単にこころの状
態をチェック態をチェック

こころの体温計こころの体温計こころの健康相談こころの健康相談
■日程■日程　３月 14日（水）、28日（水）　３月 14日（水）、28日（水）
※３月 22日（木）は訪問を行います。※３月 22日（木）は訪問を行います。
■時間■時間　①13時～ 13時 45分　①13時～ 13時 45分
　　　　②14時 15分～ 15時　　　　②14時 15分～ 15時
　　　　③15時 30分～ 16時 15分　　　　③15時 30分～ 16時 15分
■場所■場所　カルム五條　カルム五條
■相談員■相談員　臨床心理士　臨床心理士
■費用■費用　無料　無料
※相談はすべて予約制です。※相談はすべて予約制です。
　早めに申込んでください。　早めに申込んでください。
■申込・問合先申込・問合先　カルム五條（内線 290）　カルム五條（内線 290） ■問合先■問合先

　カルム五條（内線 290）　カルム五條（内線 290）

☎0120・279・338☎0120・279・338
よりそいホットラインよりそいホットライン

☎0570・064・556☎0570・064・556

全国一斉こころの健康全国一斉こころの健康
相談統一ダイヤル相談統一ダイヤル

（平日9時～16時）（平日9時～16時）

　スマートフォン・
携帯から、自分で
簡単にこころの状
態をチェック

こころの体温計こころの健康相談
■日程　３月 14日（水）、28日（水）
※３月 22日（木）は訪問を行います。
■時間　①13時～ 13時 45分
　　　　②14時 15分～ 15時
　　　　③15時 30分～ 16時 15分
■場所　カルム五條
■相談員　臨床心理士
■費用　無料
※相談はすべて予約制です。
　早めに申込んでください。
■申込・問合先　カルム五條（内線 290）

☎0120・279・338
よりそいホットライン

（365 日・24 時間対応）（365 日・24 時間対応）

☎0570・064・556

全国一斉こころの健康
相談統一ダイヤル

（平日9時～16時）

　「眠れない」「ゆううつな気分」「なんとなく調子が
悪い」このような症状で困っている人や、その家族
を対象に相談窓口等を用意しています。

３月は
自殺対策強化月間

■問合先
　カルム五條（内線 290）

■
対
象
者　

申
請
日
時
点
で
下
記

の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

▼
市
内
に
住
民
票
を
有
す
る
夫
婦

▼
不
妊
症
と
診
断
さ
れ
、
そ
の
治

療
を
受
け
た
人

▼
医
療
保
険
の
規
定
に
基
づ
く
被

保
険
者

▼
夫
婦
の
前
年
の
所
得
金
額
の
合

計
が
７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る

こ
と

▼
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

■
内
容　

医
療
保
険
診
療
適
用
分
、

医
療
保
険
診
療
以
外
の
本
人
負

担
額
を
含
め
た
一
般
不
妊
治
療

（
助
成
の
対
象
外
と
な
る
治
療

が
あ
り
ま
す
。）
に
対
し
、
１

年
度
に
つ
き
７
万
円
を
上
限
と

し
て
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す

　

五
條
市
で
は
、
一
般
不
妊
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
受
け
た
治
療
費
の
申
請
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

一
般
不
妊
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
一
般
不
妊
治
療
に
係
る
領
収

書
（
原
本
）、②
印
鑑
、③
振
込

口
座
が
明
記
さ
れ
た
も
の
④
課

税
証
明
書
⑤
納
税
証
明
書
⑥
申

請
書
等

※

申
請
方
法
、
申
請
書
類
な
ど
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
申
請
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

（
内
線
２
８
９
）

療療１と

（365 日・24 時間対応）

辯
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　キ　キ　キ　キ　キ　キ職場体験

　

中
学
生
の
職
場
体
験
学
習
は
、

生
徒
が
地
域
の
事
業
所
で
仕
事
を

体
験
し
、
仕
事
の
大
切
さ
を
学
ぼ

う
と
す
る
取
組
で
す
。

　

こ
の
た
び
五
條
西
中
学
校
の
２

年
生
が
１
月
15
日
・
16
日
の
２
日

間
、
25
か
所
の
事
業
所
で
職
場
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
体
験
学
習
で
、
生
徒

た
ち
は
職
場
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
、
学
校
で
は
学
ぶ
こ
と

が
で
き
な
い
働
く
こ
と
の
意
義
や

役
割
、
喜
び
や
苦
労
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
を
受
け
入
れ
た
事

業
所
に
と
っ
て
も
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
知
り
、
そ
の
教
育
に
参

加
す
る
こ
と
は
意
義
深
い
も
の
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所
の

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

■
編
集　

企
画
政
策
課

　
（
内
線
３
０
３
）

ド　ド　　キ　キ 職場体験職場体験ド　ド　ド　ド　職場体験ド　ド　

職
場
体
験
の
雰

囲
気
が
わ
か
る

よ
う
に
撮
影
!!

素
直
な
感
想
を

聞
き
取
る
よ
う

に
取
材
!!

読
者
の
み
な
さ

ん
に
伝
わ
る
よ

う
な
記
事
に
!!

奈良県広域消防組合奈良県広域消防組合五條消防署五條消防署
天野さん　麻原さん天野さん　麻原さん
植垣さん　矢野さん植垣さん　矢野さん

介護老人福祉施設介護老人福祉施設まきの苑きの苑
森本さん　岡村さん

福本さん　金田さん　桝竹さん
　まきの苑では、お年寄りとお話をし
たり、お茶を出したりしました。お年
寄りから面白い話や昔の話を聞けて楽
しかったです。また、職員の皆さんの
食事の対応が丁寧で驚きました。

シプレカントリークラブシプレカントリークラブ
畠山さん　今田さん畠山さん　今田さん

五條園芸五條園芸

　五條園芸では、ビニールハウスで
の園芸作業を体験しました。市場に
は各地から変わった花が集まってい
て、活気に驚きました。立ち仕事が
多くて大変だなと思いました。

柿の葉すし本舗たなか五條市立図書館
辻川さん　楢林さん　木村さん
　図書館では、返却された本を元
の棚に戻す作業や、窓口業務など
を体験しました。本の数が多いの
で戻すのが難しく、わからないこ
とも多かったです。本を丁寧に扱
うことに気を付けました。

五條幼稚園
永田さん　礒田さん　久保さん　長尾さん
中川さん　朴井さん　神田さん　中野さん
　五條幼稚園では、子ども達と楽しく遊ん
だり、お楽しみ会の準備をしたりしました。
元気いっぱいの子ども達と遊ぶのは大変で
したが、子ども達と話すのも遊ぶのも懐か
しい感じがあって楽しかったです。

和所さん　高田さん
永井さん　　村さん

奈良県広域消防組合五條消防署 介護老人福祉施設まきの苑

シプレカントリークラブ五條園芸
畠山さん　今田さん

　シプレでは接客を体験しました。
専門用語が多くて覚えるまでが大変
でしたが、大勢お客さんが来ていて
「働いている」という実感がわきま
した。細かいところまでサービスメ
ニューがあって驚きました。

天野さん　麻原さん
植垣さん　矢野さん

　消防署では、訓練や道具点検をしま
した。重い装備を背負って走ったら、
冬なのに防火衣の中はサウナのような
暑さでした。火事の現場で消火や救助
をするのは大変だと実感しました。
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　キ　キ職場体験職場体験

　

中
学
生
の
職
場
体
験
学
習
は
、

中
学
生
の
職
場
体
験
学
習
は
、

生
徒
が
地
域
の
事
業
所
で
仕
事
を

生
徒
が
地
域
の
事
業
所
で
仕
事
を

体
験
し
、
仕
事
の
大
切
さ
を
学
ぼ

体
験
し
、
仕
事
の
大
切
さ
を
学
ぼ

う
と
す
る
取
組
で
す
。

う
と
す
る
取
組
で
す
。

　

こ
の
た
び
五
條
西
中
学
校
の
２

　

こ
の
た
び
五
條
西
中
学
校
の
２

年
生
が
１

年
生
が
１
月
1515
日
・
1616
日
の
２
日

日
の
２
日

間
、
2525
か
所
の
事
業
所
で
職
場
体

か
所
の
事
業
所
で
職
場
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

験
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
体
験
学
習
で
、
生
徒

　

２
日
間
の
体
験
学
習
で
、
生
徒

た
ち
は
職
場
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ

た
ち
は
職
場
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
、
学
校
で
は
学
ぶ
こ
と

い
な
が
ら
、
学
校
で
は
学
ぶ
こ
と

が
で
き
な
い
働
く
こ
と
の
意
義
や

が
で
き
な
い
働
く
こ
と
の
意
義
や

役
割
、
喜
び
や
苦
労
を
実
感
し
ま

役
割
、
喜
び
や
苦
労
を
実
感
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
を
受
け
入
れ
た

　

ま
た
、
生
徒
を
受
け
入
れ
た
事

業
所
業
所
に
と
っ
て
も
、
地
域
の
子
ど

に
と
っ
て
も
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
知
り
、
そ
の
教
育
に
参

も
た
ち
を
知
り
、
そ
の
教
育
に
参

加
す
る
こ
と
は
意
義
深
い
も
の
と

加
す
る
こ
と
は
意
義
深
い
も
の
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所

事
業
所
の

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

し
た
。

■
編
集　

企
画
政
策
課

■
編
集　

企
画
政
策
課

　
（
内
線
３
０
３
）

　
（
内
線
３
０
３
）

ド　ド　ド　ド　　キ　キ　キ　キ職場体験ド　ド　　キ　キ 職場体験ド　ド　

■文 ・ 写真　　五條西中学校２年

　堀田樹矢　北野海凪　中本敦士

僕たちが広報五條の作成を体験しました。

太田市長にインタビューしたほか、 カメラ片手に

市内の各事業所で職場体験を取材、 レイアウ

トやデザインも考えました。 そんな中学生記者が

レポートします！

　

中
学
生
の
職
場
体
験
学
習
は
、

生
徒
が
地
域
の
事
業
所
で
仕
事
を

体
験
し
、
仕
事
の
大
切
さ
を
学
ぼ

う
と
す
る
取
組
で
す
。

　

こ
の
た
び
五
條
西
中
学
校
の
２

年
生
が
１
月
15
日
・
16
日
の
２
日

間
、
25
か
所
の
事
業
所
で
職
場
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
体
験
学
習
で
、
生
徒

た
ち
は
職
場
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
、
学
校
で
は
学
ぶ
こ
と

が
で
き
な
い
働
く
こ
と
の
意
義
や

役
割
、
喜
び
や
苦
労
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
を
受
け
入
れ
た
事

業
所
に
と
っ
て
も
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
知
り
、
そ
の
教
育
に
参

加
す
る
こ
と
は
意
義
深
い
も
の
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所
の

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

■
編
集　

企
画
政
策
課

　
（
内
線
３
０
３
）

奈良県広域消防組合五條消防署
天野さん　麻原さん
植垣さん　矢野さん

　消防署では、訓練や道具点検をしま
した。重い装備を背負って走ったら、
冬なのに防火衣の中はサウナのような
暑さでした。火事の現場で消火や救助
をするのは大変だと実感しました。

介護老人福祉施設まきの苑

シプレカントリークラブ
畠山さん　今田さん

　シプレでは接客を体験しました。
専門用語が多くて覚えるまでが大変
でしたが、大勢お客さんが来ていて
「働いている」という実感がわきま
した。細かいところまでサービスメ
ニューがあって驚きました。

五條園芸

柿の葉すし本舗たなか柿の葉すし本舗たなか
久保田さん　武長さん

　たなかでは、接客を担当しました。
バスで団体のお客さんが一度に来て、
袋詰めが大変でした。お客さんに「職
場体験頑張ってね」と言われてとても
嬉しかったです。季節ごとの商品を勧
めるのがすごいと思いました。

五條市立図書館五條市立図書館
辻川さん　楢林さん　木村さん辻川さん　楢林さん　木村さん
　図書館では、返却された本を元　図書館では、返却された本を元
の棚に戻す作業や、窓口業務などの棚に戻す作業や、窓口業務など
を体験しました。本の数が多いのを体験しました。本の数が多いの
で戻すのが難しく、わからないこで戻すのが難しく、わからないこ
とも多かったです。本を丁寧に扱とも多かったです。本を丁寧に扱
うことに気を付けました。うことに気を付けました。

五條幼稚園五條幼稚園
永田さん　礒田さん　久保さん　長尾さん永田さん　礒田さん　久保さん　長尾さん
中川さん　朴井さん　神田さん　中野さん中川さん　朴井さん　神田さん　中野さん
　五條幼稚園では、子ども達と楽しく遊ん　五條幼稚園では、子ども達と楽しく遊ん
だり、お楽しみ会の準備をしたりしました。だり、お楽しみ会の準備をしたりしました。
元気いっぱいの子ども達と遊ぶのは大変で元気いっぱいの子ども達と遊ぶのは大変で
したが、子ども達と話すのも遊ぶのも懐かしたが、子ども達と話すのも遊ぶのも懐か
しい感じがあって楽しかったです。しい感じがあって楽しかったです。

五條幼稚園

五條市立図書館 柿の葉すし本舗たなか
辻川さん　楢林さん　木村さん
　図書館では、返却された本を元
の棚に戻す作業や、窓口業務など
を体験しました。本の数が多いの
で戻すのが難しく、わからないこ
とも多かったです。本を丁寧に扱
うことに気を付けました。

永田さん　礒田さん　久保さん　長尾さん
中川さん　朴井さん　神田さん　中野さん
　五條幼稚園では、子ども達と楽しく遊ん
だり、お楽しみ会の準備をしたりしました。
元気いっぱいの子ども達と遊ぶのは大変で
したが、子ども達と話すのも遊ぶのも懐か
しい感じがあって楽しかったです。

13 中学生の職場体験Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１
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 Happy New Year! January 1st has already long 
passed, but I still wish everybody a wonderful 2018. It is 
getting colder and colder these days as we reach the middle of 
winter, so everyone please take care of yourselves and keep 
warm!
 This year I was able to participate in some Japanese 
New Year’s traditions. At midnight on January 1st, I visited a 
shrine for hatsumode. There were so many people! It was a 
very unique experience and I really enjoyed it.
 There are many different New Year’s traditions 
throughout the world. In England, Scotland, and many other 
English speaking countries, the song Auld Lang Syne is played 
at the stroke of midnight. It was originally a poem by the 
Scotsman Robert Burns, and it is set to the melody of a 
traditional Scottish folk song. However, the melody is common 
throughout the world; in Japan, it is the same melody as the 
song Hotaru no Hikari. 
 In some Latin American countries like Mexico and 
Brazil, people wear certain colored underwear in order to bring 
them luck in the new year. Yellow underwear stands for 
success and prosperity, red is for love and romance, white is 
for peace and harmony, and green is for health and well-being. 
In Spain, people eat 12 grapes on New Years for 12 months of 
good luck. But there is a rule: you must start eating the grapes 
exactly at the stroke of midnight, and eat one grape for every 
chime of the clock! In Denmark and other Scandinavian 
countries, it is a tradition to break old plates and other glass on 
December 31st, especially against the doors of friends and 
neighbors, as they believe breaking glass brings good luck.
 Wherever you are in the world, New Year’s is a time 
to celebrate and look to the future for happiness and fortune. 

　明けましておめでとうございます！新しい年が始まってからず
いぶん日はたってしまいましたが、皆さんにとって2018年が素晴
らしい年になるようにお祈りしています。冬の半ばにさしかかり、
最近ますます寒くなってきました。皆さん暖かくしてお体にお気
をつけください！ 

　今年のお正月、私は、日本の伝統的な行事を体験することがで
きました。１月１日を迎える真夜中に、神社へ初詣に出かけまし
た。そこにはとてもたくさんの人がいました！初詣はとてもおも
しろい体験で、本当に楽しかったです。

　世界中には様々な新年の伝統があります。イングランドやスコ
ットランドなど、多くの英語圏では「オールド・ラング・サイン
（Auld Lang Syne）」が、元旦の時報と同時に演奏されます。
元々はスコットランド人のロバート・バーンズ（Robert Burns）
が書いた歌詞で、伝統的なスコットランドの民謡の調子になって
います。そのメロディは世界共通で、日本では「蛍の光」と同じ
です。

　メキシコやブラジルのような中南米諸国では、新年に幸運をも
たらすために、特定の色の下着を着ける人もいます。黄色は成功
と繁栄を、赤色は愛とロマンスを、白は平和と調和を、緑は健康
と幸福を表します。スペインでは、次の12か月を幸せに過ごせる
ように、元旦に12粒のブドウを食べます。しかし、食べ方にはル
ールがあります。元日の0時の時報でブドウを食べ始め、時計のチ
ャイムが鳴るごとにブドウを一粒ずつ食べなければならないので
す！デンマークやその他のスカンジナビア諸国では、12月31日に
友人や隣人の玄関先で、古い食器やガラス製品を割るという伝統
があります。ガラスを割ると幸せがもたらされると信じられてい
るからです。

　世界中どこにいようとも、私たちは新年にはお祝いをし、未来
の幸福と成功を願うのです。

New Year’s Throughout the World 世界のお正月

　Auld Lang Syne の歌詞はスコットランド語で書かれていま
す。英語に直訳すると” old long since”「古くから」という意味
ですが、” old times”「いにしえ」または” long long ago”「むか
しむかし」を意味します。
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The phrase Auld Lang Syne is written in the Scots language. In 
English the literal translation is “old long since,” but it basically 
means “old times” or “long long ago.”
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方
自
治
法
は
、
長
い
間
の
研
究
と
実
績
の
積
み
重
ね

に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　
　

治
21
年
（
1
8
8
8
年
）
五
條
市
で
生
ま
れ
、

京
都
三
高
法
学
部
か
ら
東
京
帝
大
法
学
部
法
学
部
政

治
学
科
に
進
ん
だ
藤
岡
長
和
氏
は
、
学
生
の
間
に
文

官
高
等
試
験
に
合
格
。
大
正
３
年
（
1
9
1
4
年
）
、

卒
業
と
同
時
に
、
現
在
の
総
務
省
の
前
身
で
あ
る
内

務
省
に
入
り
、
愛
知
県
に
赴
任
し
ま
し
た
。
こ
の
と

き
、
当
時
の
内
務
省
参
事
官
で
法
学
博
士
で
あ
り
、

自
治
法
の
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
井
上
友
一
氏

か
ら
、
自
著
「
自
治
要
義
」
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
著
名
な
法
学
博
士
の
講
義
内
容
を
自
筆

で
書
き
留
め
た
も
の
や
、
教
授
の
似
顔
絵
を
描
い
た

ノ
ー
ト
、
帝
国
大
学
時
代
の
時
間
割
な
ど
が
あ
り
、

自
治
に
関
す
る
法
律
が
整
え
ら
れ
て
い
く
時
代
の

人
々
の
研
究
の
深
さ
を
物
語
り
ま
す
。

　
　

で
も
、
「
自
治
の
本
は
人
で
あ
る
。
人
自
ら
治

む
る
。
」
（
大
正
３
年
９
月
）
と
述
べ
る
大
隈
重
信

の
講
演
録
は
、
世
界
に
も
誇
る
べ
き
、
地
方
自
治
の

根
幹
を
語
る
精
神
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　

正
８
年
（
1
9
1
9
年
）
。
長
和
氏
は
、
３
日

間
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
に
つ
い
て
の
講
演
を
し
て

い
ま
す
。
読
ん
で
い
く
と
、
当
時
は
未
だ
、
人
々
の

間
に
「
自
治
」
と
い
う
意
識
が
希
薄
で
、
地
域
そ
の

も
の
に
、
自
治
を
す
る
力
が
育
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　

う
い
っ
た
時
代
に
、
地
方
自
治
の
重
要
性
を
５

項
目
に
分
け
て
明
快
に
整
理
し
、
そ
の
方
法
論
を
い

か
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
か
に
心
を
砕
い
て
い

る
様
子
が
読
み
と
れ
る
講
演
録
で
す
が
、
当
時
ま
だ

31
歳
で
あ
っ
た
若
い
理
事
官
が
、
地
方
で
い
か
に
自

治
を
稼
働
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
難
問
に
奮
闘
し
て

い
る
姿
が
、
爽
や
か
で
も
あ
り
ま
す
。

（
文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村 

優
理

入社１年目製造部 林 宏樹

アットホームな会社で、先輩や上司にも色々な相談ができます。
社員が一体となってやりがいのある仕事ができます。

　弊社は冷凍米飯専門の工場で、炒飯とおにぎりを製造しています。

その中で、私は炒飯ラインのご飯に混ぜあわせる具材を調理する工

程に携わっています。「おいしさの変わらない、安心安全な製造工程」

を心がけ、お客様に満足していただけるよう取り組んでいます。

五條市の元気な企業と従業員 FILE.033 株式会社真秀コールド・フーズ
このコーナーでは市内の企業と、そこで働く若者を紹介。市内での就職を促進し、元気なまちづくりをめざします。

株式会社真秀コールド・フ
ーズ（住川町 888 番９）

☎０７４７・２４・５００
１

■問合先 企業観光戦略課（内線 215）

月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日）　入館料（大人300円、小人200円）　■藤岡家住宅☎22・4013（近内町526）
　
　

成
29
年
11
月
20
日
。
う
ち
の
の
館
は
、
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
「
地
方
自
治
法
施
行
70
周

年
記
念
」
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
、
12
月
３
日
に

は
、
奈
良
春
日
野
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
甍
で
、
荒
井
正

吾
奈
良
県
知
事
よ
り
お
祝
い
の
品
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
み
な
さ
ま
の
お
か
げ
と
、
心
よ
り
感
謝
致
し
て

お
り
ま
す
。

　
　

京
で
開
催
さ
れ
た
式
典
に
は
天
皇
皇
后
両
陛
下

ご
臨
席
の
下
、
安
倍
晋
三
総
理
大
臣
の
ご
祝
辞
、
衆

参
両
院
議
長
の
ご
祝
辞
、
最
高
裁
判
所
長
官
の
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
ま
さ
に
三
権
の
長
か
ら
、
「
地
方

自
治
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
地
方
で
住
ま
い
し
な
が
ら
、
故
郷
に
つ
い
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考
え
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活
動
し
て
い
く
こ
と
の
意
義
を
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改
め
て
認

識
し
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し
た
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邸
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は
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の
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内
容
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。
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ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

しあわせなら
てをたたこう口で歩く

丘 

修
三
／
作

立
花 

尚
之
介
／
絵

小
峰
書
店

佃 

一
可
／
著　

樹
村
房

孝謙女帝の遺言

バ
ナ
・
ア
ベ
ド
／
著　

飛
鳥
新
社

バナの戦争

Hayashi Hiroki

そ

地

藤岡長和と地方自治

平

大

会社概要
内容　五條北IC降りてすぐのテクノパークなら工業団地側に冷凍倉
庫併設社屋工場新設。最新鋭の炒飯・おにぎり製造ライン整備の県内
最大規模の米飯工場。
代表者　　代表取締役　伊藤珠樹
操業年月日　　平成 29年４月１日　（創業２年目）
従業員　５２人（平成３０年１月１日現在・パート含む）

明

東

い
ら
か

（
写
真
）藤
岡
長
和
氏
が
愛
知
県
に
赴
任

し
て
執
筆
し
て
い
た
雑
誌「
愛
知
の
自

治
」（
大
正
５
年
・
愛
知
県
自
治
会
発
行
）

◎イベント案内
３月９日（金）
第10回
「藤岡玉骨記念俳句大会」

◎展示案内
３月24日（土）まで
「戌年」展／俳句誌「諷詠」

中

も
と

お客様に、安心安全な「おいしい！」を届ける。

ま　ほ
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■問合先　五條消防署　☎２２・３３１０消防トピックス消防トピックス消防トピックス

切り取って保管しましょう

五條病院

五
條
病
院

五
條
病
院

開
設
開
設

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
土
地
で
療
養
生
活
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
４
月
か
ら
４
階

「
療
養
病
棟
」
の
運
用
を
開
始

し
ま
す
。

■
対
象
に
な
る
人
　

国
が
指
定
す

　

国
が
指
定
す

る
疾
病
な
ど
、
医
療
の
必
要
性

る
疾
病
な
ど
、
医
療
の
必
要
性

が
大
き
い
患
者
（
入
院
の
可
否

が
大
き
い
患
者
（
入
院
の
可
否

は
判
定
の
上
、
決
定
し
ま
す
）

は
判
定
の
上
、
決
定
し
ま
す
）

南和広域医療企業団　五條病院
■初診受付　８時 30分～ 11時 30分■初診受付　８時 30分～ 11時 30分
■診察開始　９時～■診察開始　９時～

■休診日　土・日・祝日、年末年始■休診日　土・日・祝日、年末年始
☎２２・１１１２２２・１１１２

療
養
病
棟

療
養
病
棟

五
條
病
院

開
設

療
養
病
棟

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
土
地
で
療
養
生
活
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
４
月
か
ら
４
階

「
療
養
病
棟
」
の
運
用
を
開
始

し
ま
す
。

■
対
象
に
な
る
人
　

国
が
指
定
す

る
疾
病
な
ど
、
医
療
の
必
要
性

が
大
き
い
患
者
（
入
院
の
可
否

は
判
定
の
上
、
決
定
し
ま
す
）

診療科目
内　　科
整形外科

月

ーー○
○○○○

○

金火 水 木
○

○

南和広域医療企業団　五條病院
■初診受付　８時 30分～ 11時 30分
■診察開始　９時～

■休診日　土・日・祝日、年末年始
☎２２・１１１２

９時９時〜 16 時16 時 急病患者の応急処置急病患者の応急処置
応急を要する
内科・小児科
の軽易な診療

 

 

五條市応急診療所
☎２４・００９９ 

野原西 5丁目 2－59

土・日・祝日夜間
※受付21時30分まで

１８時～２２時

※H29年度から五條病院内に
　移転しています。電話番号・
　診療時間に変更はありません。

■問合先　問合先　カルム五條カルム五條
　　　　　（内線 290）

 

 

☎0744・22・9683 

橿原市畝傍町９－１
毎日夜間・深夜

橿原市休日夜間応急診療所

応急を要する

小児科の診療

21時30分～６時

３⽉・４⽉ ３⽉・４⽉ 休⽇休⽇の救急診療救急診療・在宅当番医在宅当番医

   ４月４月１日（日）１日（日） ８日（日） １５日（日） ２２日（日）

２９日（日・祝）２９日（日・祝）

二見４丁目２－４
寒川医院

☎２２・２１２０

五條 1丁目７－５
辻田クリニック
☎２５・４１４５

本町１丁目７－23
後藤医院

☎２２・２６９５

中之町１７７１－３３
杉崎医院

☎２４・０００３

五條３丁目２－20
中西クリニック
☎２５・２７６０

３０日（月）３０日（月）

中之町１６１７－１
田畑医院

☎２５・１２１１

たたれれ「「「しし■■■病院病院

■
　

☎２５・４１４５ ☎２４・０００３

※二次救急医療機関として、南奈良総合医療
センター受診を勧められた場合、まず電話で
確認してから受診してください。（緊急の場合
は対応できない場合があります。）
　■問合先  ☎0747・54・5000

８日（日） １５日（日） ２２日（日）

※保険証を持ってきてください。
※担当医の専門性や患者の年齢、症状により、二次救急医療
機関の診療を勧める場合があります。受診前に電話で確認
してください。
※マスクを着用して来てください。

春
の
火
災
予
防
運
動

　

３
月
１
日
～
７
日

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
空
気
が
非
常

に
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
の
で
、
火
気
の
取
扱
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
防
火　

　

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

■
３
つ
の
習
慣

▼
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

▼
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

▼
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

■
４
つ
の
対
策

▼
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

▼
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

▼
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
。

▼
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

   ３月３月４日（日）４日（日） １１日（日）１１日（日） １８日（日）１８日（日） ２１日（水）２１日（水）

２５日（日）２５日（日）

野原西４丁目９-25
中谷内科医院
☎２２・３６８３

須恵２丁目６－21
足立医院

☎２５・３９３９

窪町１２６－１
前防医院

☎２２・２０７２

新町 2丁目３－８
槇野医院

☎２２・２００４

今井４丁目 1－16
ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ
☎２５・５５２５

新町「大野屋」出店者情報

普
通
救
命
講
習
会

　

身
近
な
人
が
突
然
の
病
気
や
ケ
ガ

で
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
時
、
あ

な
た
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
） 

や
人
工
呼
吸
の
方
法
、
A
E
D
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
を

覚
え
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
を
救
い

ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

４
月
23
日
（
月
）

　

９
時
〜
正
午

■
場
所　

五
條
消
防
署　

■
定
員　

先
着
20
人
程
度

■
受
講
料　

無
料

※
 

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　

３
月
１
日
（
木
）

　

〜
４
月
20
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
消
防
署

☎ 

２
２
・
３
３
１
０

身
近
な
人
の
万
が
一
に
備
え
て

■問合先　カルム五條
　　　　　（内線 290）

４月１日（日） ８日（日） １５日（日） ２２日（日）

２９日（日・祝） ３０日（月）

３月４日（日） １１日（日） １８日（日） ２１日（水）

２５日（日）

９時〜 16 時 急病患者の応急処置

３⽉・４⽉ 休⽇の救急診療・在宅当番医
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消防トピックス

五
條
病
院

開
設

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

　

国
が
指
定
す

る
疾
病
な
ど
、
医
療
の
必
要
性

が
大
き
い
患
者
（
入
院
の
可
否

は
判
定
の
上
、
決
定
し
ま
す
）

■初診受付　８時 30分～ 11時 30分
■診察開始　９時～

■休診日　土・日・祝日、年末年始
☎２２・１１１２

療
養
病
棟

こそだてひろば

　

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

（
５
歳
ま
で
の
児
童
と
保
護
者
）

■
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

え
ほ
ん
の
広
場

毎週
火・木 み

ん
な
で
遊
ぼ
う
！

  
五
條
児
童
館

　

毎
月
１
回
、
児
童
館
で
お
子
さ

ん
の
身
長
、体
重
を
計
測
し
ま
す
。

■
日
時　

第
１
月
曜
日

　

９
時
〜
17
時
（
い
つ
で
も
）

お
お
き
く
な
っ
て
ね
！

成
長
の
記
録
を
残
そ
う

本
や
お
話
に
親
し
も
う

　

五
條
児
童
館
は
、
市
内
に
在
住

す
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
が

自
由
に
過
ご
せ
る
施
設
で
す
。
友

だ
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
読

書
や
宿
題
を
し
た
り
、
楽
し
く
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

ぴよぴよの広場　

毎週火曜10時～11時
（H28.4/2生～H29.4/1生で

　　　　生後６か月～対象 )

０歳児
　対象

バンビの広場　

毎週水曜10時～11時
（H27.4/2～H28.4/1生対象）

１歳児
対象

おたまじゃくしの広場　

毎週木曜10時～11時
（H26.4/2～H27.4/1生対象）

２歳児
 対象

第 1
月曜日

１歳～
　５歳毎

週
月
・
金
曜
日

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
カ
ル
ム
五
條
で
開
催
・
申
込
不
要
）

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
開
館
）

つどいの広場 ９時〜 16 時 急病患者の応急処置

問合先　カルム五條

３⽉・４⽉ 休⽇の救急診療・在宅当番医

４月１日（日）

２９日（日・祝） ３０日（月）

３月４日（日） １１日（日） １８日（日） ２１日（水）

２５日（日）

新町新町「大野屋大野屋」

■問合先　企業観光戦略課
　（内線 215）

出店者情報出店者情報

　教室で製作した陶製・布製の手

作りひな人形や、絵手紙のひな人

形を展示します。

■問合先

　社会福祉法人 正和会 未来塾

　☎２４・４４５５

未来塾 ３/１
（木）

3/18
（日）～

起業家
支援施設

展示スペース

■場所　新町２丁目 5番 12号　※月曜休館
※駐車場は大野屋の東 100ｍ（松本燃料店敷地内）

新町「大野屋」出店者情報

　個人やグループの起業や企業の新たな分野への進出等を支援し、地域経済を活性化
させることを目的に、歴史ある民家を整備した施設です。施設内は食堂・カフェ・展
示の３つスペースに分かれ、江戸時代の風情を今に伝える新町の街なみを感じながら、
ゆったりとした時間を過ごすことができます。

大野屋とは？
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おしらせ・イベント

萌
桜
祭
り

河
瀨
監
督
と
歩
く
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

第
３
回

　

97
年
、
河
瀨
直
美
監
督
が
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で

カ
メ
ラ
ド
ー
ル
（
新
人
監
督
賞
）
を
受
賞
し
た
映
画

「
萌
の
朱
雀
」。

　

こ
の
映
画
の
舞
台
と
な
っ
た
西
吉
野
町
平
雄
で

「
萌
桜
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
河
瀨
直
美
監
督
と

共
に
、
映
画
の
舞
台
と
な
っ
た
山
道
を
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
し
、
樹
齢
約
２
０
０
年
の
桜
を
見
な
が
ら
お
花
見

を
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

４
月
７
日
（
土
）

　

９
時
30
分
集
合

※

小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

■
集
合
場
所　

旧
バ
ス
専
用
道
城

戸
バ
ス
駅
（
西
吉
野
町
城
戸
・

西
吉
野
支
所
北
側
付
近
）

■
定
員　

中
学
生
〜
65
歳
ま
で
の

人
、
先
着
40
人

※

行
程
に
は
急
な
坂
道
が
あ
る
の

で
、
健
康
状
態
に
不
安
の
あ
る

人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

弁
当
・
飲
み
物

■
申
込
方
法　

電
話
で
①
住
所
②

氏
名
③
年
齢
④
人
数
を
伝
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

企
業
観
光
戦

略
課　
（
内
線
２
１
０
）

　

BS
放
送
の
歴
史
番
組
で
お
な
じ
み

の
「
ひ
げ
の
梶
さ
ん
」
こ
と
梶
本
晃

司
さ
ん
と
、
J
R
五
条
駅
か
ら
２
つ

の
国
宝
を
有
す
る
榮
山
寺
を
は
じ
め
、

市
内
の
歴
史
遺
産
を
巡
り
ま
す
。
五

條
の
歴
史
を
ひ
げ
の
梶
さ
ん
が
詳
し

く
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

ひ
げ
の
梶
さ
ん　
　
　
　

と
行
く

天
平
の
語
り
部
と
の
出
会
い
を
求
め
て

ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア
ー

■
申
込
・
問
合
先　

や
ま
と
び
と

ツ
ア
ー
ズ

☎
０
７
４
４
・
４
３
・
８
２
０
５

（
受
付
時
間
：
平
日
９
時
〜
17
時
）

４/21
（土）

JR 五条駅（９時 30 分集合・出発）➡
笠の辻地蔵➡荒木神社➡岩神神社➡
観音寺➡榮山寺➡御霊神社➡宇智川
麿崖碑➡安生寺➡宇智神社➡JR 五条
駅（15 時 30 分 解散予定）
※全行程徒歩移動

行程表

4/22
（日）

3/25
（日）

五
條
な
ん
ゆ
う
祭×

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ

親
子
で
遊
ぼ
う
！

　

県
内
外
の
特
産
品
が
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
・
五
條
な
ん
ゆ
う
祭
と
、
昨
年

初
開
催
で
大
人
気
だ
っ
た
キ
ッ
ズ

フ
ェ
ス
タ
が
今
年
は
コ
ラ
ボ
開
催
、

春
の
休
日
に
親
子
で
遊
び
に
き
ま
せ

ん
か
。

■
日
時　

３
月
25
日
（
日
）

　

10
時
〜
15
時

※

入
場
無
料
・
雨
天
決
行

■
場
所　

上
野
公
園
総
合
体
育
館

（
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）

※

詳
し
い
内
容
な
ど
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

企
業
観
光
戦
略
課

　
（
内
線
２
１
５
）

親子ワークショップ親子ワークショップ木のおもちゃコーナー木のおもちゃコーナー木のおもちゃコーナー
３
０
０
種
類
以
上
の

３
０
０
種
類
以
上
の

　

木
の
お
も
ち
ゃ
が
大
集
合
！

　

木
の
お
も
ち
ゃ
が
大
集
合
！

親
子
で
作
っ
て

親
子
で
作
っ
て

　

楽
し
い
体
験
講
座

　

楽
し
い
体
験
講
座

３
０
０
種
類
以
上
の

　

木
の
お
も
ち
ゃ
が
大
集
合
！

親
子
で
作
っ
て

　

楽
し
い
体
験
講
座

ダンボール迷路ダンボール迷路特産品販売ブース特産品販売ブース

君はクリアできるか？大人気の迷路君はクリアできるか？大人気の迷路
県内外・市内外から県内外・市内外から
特産品が大集合！特産品が大集合！ 君はクリアできるか？大人気の迷路
県内外・市内外から
特産品が大集合！

バルーンアートもバルーンアートも
あるよ！あるよ！
バルーンアートも
あるよ！

ぼくたちも
　会場に遊びに
　　いきます！

ここがポイント！
・撮影当時の話を聞きながら、

河瀨監督とトレッキング
・樹齢約 200 年の桜鑑賞
・桜の記念植樹
・集会所で河瀨監督や地元の

皆さんと昼食

瀨

瀨

河
瀨
直
美
監
督

五
條
歴
史
ゆ
か
り
の
地
歩
き
マ
ッ
プ
第
２
弾
発
刊
記
念

部部部部

の

■
開
催
日　

４
月
21
日
（
土
）・

　

22
日
（
日
）

■
時
間　

両
日
と
も
J
R
五
条
駅
に

９
時
30
分
集
合

■
定
員　

両
日
各
30
人

■
参
加
料　

２
０
０
０
円

※

記
念
品
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ
付

※

保
険
料
、
消
費
税
を
含
む
。

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
弁
当
、
タ
オ

ル
ほ
か

※

弁
当
（
追
加
１
０
８
０
円
）
が
必

要
な
人
は
申
込
み
時
に
注
文
し
て

く
だ
さ
い
。

■
服
装　

歩
き
や
す
い
服
装

18おしらせ・イベント



おしらせ・イベント

二
見
漁
港
魚
市
線

海
の
お
魚
大
集
合
！

　

明
治
時
代
、
奈
良
県
南
部
の
物
流
拠

点
だ
っ
た
二
見
地
域
を
二
見
物
語
と
し

て
継
承
し
、
多
く
の
人
々
が
交
流
し
て

地
域
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
県
や
高
知
県
か
ら
取
り
寄
せ

た
新
鮮
な
魚
介
類
の
販
売
や
、
多
彩
な

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
１
日
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
日
時　

３
月
11
日
（
日
）

　

９
時
〜
15
時

※

少
雨
決
行
・
荒
天
中
止

■
場
所　

吉
野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
管

轄
公
園

■
駐
車
場　

吉
野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
・

五
條
市
ク
リ
ー
ン
オ
ア
シ
ス

■
問
合
先　

二
見
漁
港
魚
市
線
実
行

委
員
会
事
務
局
（
企
業
観
光
戦
略

課
内
）（
内
線
２
１
０
・
２
４
６
）

3/11
（日）

萌萌
桜
祭
り
祭
り

河
瀨
監
督
と
歩
く
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

河
瀨
監
督
と
歩
く
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

第
３
回

第
３
回

      楽しいイベ
ントもりだくさ

ん

　・漁港直送の鮮魚販売会

　・せんとくんフワフワドーム

　・ステージイベント

　・移動動物園

　・模擬店、ちびっこ広場ほか

４/７
（土）

萌
桜
祭
り

河
瀨
監
督
と
歩
く
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

　

97
年
、
河
瀨
直
美
監
督
が
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で

年
、
河
瀨
直
美
監
督
が
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で

カ
メ
ラ
ド
ー
ル
（
新
人
監
督
賞
）
を
受
賞
し
た
映
画

カ
メ
ラ
ド
ー
ル
（
新
人
監
督
賞
）
を
受
賞
し
た
映
画

「
萌
の
朱
雀
」。

「
萌
の
朱
雀
」。

　

こ
の
映
画
の
舞
台
と
な
っ
た
西
吉
野
町
平
雄
で

　

こ
の
映
画
の
舞
台
と
な
っ
た
西
吉
野
町
平
雄
で

「
萌
桜
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
河
瀨
直
美
監
督
と

「
萌
桜
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
河
瀨
直
美
監
督
と

共
に
、
映
画
の
舞
台
と
な
っ
た
山
道
を
ト
レ
ッ
キ
ン

共
に
、
映
画
の
舞
台
と
な
っ
た
山
道
を
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
し
、
樹
齢
約
２
０
０
年
の
桜
を
見
な
が
ら
お
花
見

グ
し
、
樹
齢
約
２
０
０
年
の
桜
を
見
な
が
ら
お
花
見

を
し
ま
せ
ん
か
。

を
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

■
日
時　

４
月
７
日
（
土
）

　

４
月
７
日
（
土
）

　

９

　

９
時
30
分
集
合

分
集
合

※

小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

■
集
合
場
所

■
集
合
場
所　

旧
バ
ス
専
用
道
城

　

旧
バ
ス
専
用
道
城

戸
バ
ス
駅
（
西
吉
野
町
城
戸
・

戸
バ
ス
駅
（
西
吉
野
町
城
戸
・

西
吉
野
支
所
北
側
付
近
）

西
吉
野
支
所
北
側
付
近
）

■
定
員

■
定
員　

中
学
生
〜

　

中
学
生
〜
65
歳
ま
で
の

歳
ま
で
の

人
、
先

人
、
先
着
40
人

※

行
程
に
は
急
な
坂
道
が
あ
る
の

行
程
に
は
急
な
坂
道
が
あ
る
の

で
、
健
康
状
態
に
不
安
の
あ
る

で
、
健
康
状
態
に
不
安
の
あ
る

人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費

■
参
加
費　

無
料

　

無
料

■
持
ち
物

■
持
ち
物　

弁
当
・
飲
み
物

　

弁
当
・
飲
み
物

■
申
込
方
法

■
申
込
方
法　

電
話
で
①
住
所
②

　

電
話
で
①
住
所
②

氏
名
③
年
齢
④
人
数
を
伝
え
て

氏
名
③
年
齢
④
人
数
を
伝
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

■
申
込
・
問
合
先　

企
業
観
光
戦

　

企
業
観
光
戦

略
課　
（
内
線
２
１
０
）

略
課　
（
内
線
２
１
０
）

第
３
回

木のおもちゃコーナー
３
０
０
種
類
以
上
の

　

木
の
お
も
ち
ゃ
が
大
集
合
！

親
子
で
作
っ
て

　

楽
し
い
体
験
講
座

君はクリアできるか？大人気の迷路
県内外・市内外から
特産品が大集合！

バルーンアートも
あるよ！

第
３
回

ここがポイント！ここがポイント！
・撮影当時の話を聞きながら、・撮影当時の話を聞きながら、

河瀨監督と監督とトレッキングトレッキング
・樹齢約 200 年の桜鑑賞・樹齢約 200 年の桜鑑賞
・桜の記念植樹・桜の記念植樹
・集会所で河・集会所で河瀨監督や地元の監督や地元の

皆さんと昼食皆さんと昼食

ここがポイント！
・撮影当時の話を聞きながら、

河瀨監督とトレッキング
・樹齢約 200 年の桜鑑賞
・桜の記念植樹
・集会所で河瀨監督や地元の

皆さんと昼食

　

97
年
、
河
瀨
直
美
監
督
が
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で

カ
メ
ラ
ド
ー
ル
（
新
人
監
督
賞
）
を
受
賞
し
た
映
画

「
萌
の
朱
雀
」。

　

こ
の
映
画
の
舞
台
と
な
っ
た
西
吉
野
町
平
雄
で

「
萌
桜
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
河
瀨
直
美
監
督
と

共
に
、
映
画
の
舞
台
と
な
っ
た
山
道
を
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
し
、
樹
齢
約
２
０
０
年
の
桜
を
見
な
が
ら
お
花
見

を
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

４
月
７
日
（
土
）

　

９
時
30
分
集
合

※

小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

■
集
合
場
所　

旧
バ
ス
専
用
道
城

戸
バ
ス
駅
（
西
吉
野
町
城
戸
・

西
吉
野
支
所
北
側
付
近
）

■
定
員　

中
学
生
〜
65
歳
ま
で
の

人
、
先
着
40
人

※

行
程
に
は
急
な
坂
道
が
あ
る
の

で
、
健
康
状
態
に
不
安
の
あ
る

人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

弁
当
・
飲
み
物

■
申
込
方
法　

電
話
で
①
住
所
②

氏
名
③
年
齢
④
人
数
を
伝
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

企
業
観
光
戦

略
課　
（
内
線
２
１
０
）

河
瀨
直
美
監
督

河
瀨
直
美
監
督

河
瀨
直
美
監
督
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おしらせ・イベント

梅を楽しみながら、桜を楽しみながら、
　　　　　　　　　　五條の歴史を再確認してみませんか

第
７
回

　

Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
大
学

五
條
市
転
倒
骨
折
予
防
教
室

　

参
加
者
募
集

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会

 　

「
源
流
体
験
会
」

五
條
市
介
護
教
室

「
が
ん
に
な
っ
て
も

  

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
方
法
」

第
６
回
長
屋
門
わ
く
わ
く
講
座

  『
春
の
寄
せ
植
え
』

　

参
加
者
募
集

　

女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い

飾
ら
れ
る
ひ
な
人
形
。
今
年
も
資
料

館
で
は
、
恒
例
の
ひ
な
人
形
展
を
開

催
し
ま
す
。
衣
装
や
道
具
、
表
情
も

さ
ま
ざ
ま
な
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
た

資
料
館
で
、
季
節
の
行
事
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

■
会
期　

開
催
中
〜
４
月
１
日
（
日
）

■
会
場　

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資

料
館

※

お
ひ
な
様
展
は
見
学
無
料
で
す
。

西
吉
野
の

　

お
ひ
な
様
展

ひ
な
祭
り
企
画

　

南
朝
の
帝
や
公
家
た
ち
も
歌
に
詠

ん
だ
賀
名
生
梅
林
か
ら
漂
う
梅
の
香

を
楽
し
み
な
が
ら
、
悠
久
の
歴
史
ロ

マ
ン
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
11
日
（
日
）

▼
梅
香
の
お
茶
席　

11
時
〜
16
時

▼
大
正
琴
の
演
奏

　

①
13
時
30
分
〜

　

②
14
時
30
分
〜

■
参
加
費　

お
茶
席　

５
０
０
円

（
数
量
限
定
）

※

演
奏
会
は
自
由
席
・
無
料

あ
の
う

　

梅
香
の

　
　

お
茶
席

南
朝
の
里

「青い目の人形パトリ」賀名生の里歴史民俗資料館 ■入館料　大学生・一般 300 円、高校生 150 円、小・中学生 100 円
※団体割引あり
■開館時間　９時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）　■休館日　月曜日・祝日の翌日

昨年のお茶席の様子

昨
年
の
「
お
ひ
な
様
展
」
の
様
子

☎32・9010　anounosato-museum@kcn.jp

２
０
１
８
さ
き
が
け
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

in
五
條　

参
加
者
募
集

■
日
時　

４
月
１
日
（
日
）

　

８
時
45
分
現
地
集
合

※

小
雨
決
行
、
荒
天
時
中
止

■
定
員　

先
着
50
人

■
コ
ー
ス　

藤
岡
家
住
宅
（
８

時
45
分
集
合
・
９
時
ス
タ
ー

ト
）↓
猫
塚
古
墳
↓
荒
坂
の
窯

跡
↓
地
福
寺
↓
近
内
御
霊
神

社
↓
藤
岡
家
住
宅
（
昼
食
・

見
学
・
天
誅
組
に
関
わ
る
説

明
）
後
解
散
（
約
４
㎞
）

■
参
加
費　

１
３
０
０
円
（
弁

当
・
お
茶
・
保
険
代
・
入
館

料
含
む
）

■
そ
の
他　

Ｊ
Ｒ
北
宇
智
駅
か

ら
藤
岡
家
住
宅
ま
で
バ
ス
で

送
迎
し
ま
す
。
送
迎
を
希
望

す
る
場
合
は
申
し
込
み
時
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

維
新
の

魁
・
天
誅
組

　

桜
満
開
の
時
期
に
、
市
内
の
史
跡
を
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
人
も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

３
月
25
日
（
日
）

ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ハ
ガ

キ
・
メ
ー
ル
で
①
氏
名
②
住

所
③
年
齢
④
連
絡
先
を
伝
え
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

登録有形文化財「藤岡家住宅」

桜
満
開
の
五
條
市
を
満
喫
！

「青い目の人形パトリ」民俗資料館（長屋門） ■場所　新町３丁目３番１号　　■入館料　無料　
■開館時間　10 時～ 16 時　　　■休館日　月曜日・年末年始☎・FAX22・0450　info@tenchugumi.jp
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広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

おしらせ・イベント

　

が
ん
の
専
門
家
が
、
療
養
上
の

不
安
や
悩
み
事
を
相
談
で
き
る
専

門
外
来
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
10
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

老
人
憩
の
家

■
対
象
者　

家
族
の
介
護
を
し
て

い
る
人
、
介
護
に
関
心
が
あ
る

人
■
講
師　

岡
本
亜
紀
氏

　
（
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
性
疼
痛
認
定
看
護
師
）

■
費
用　

無
料
（
申
込
不
要
）

■
そ
の
他　

送
迎
を
希
望
す
る
人

は
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

居
宅
介
護
支
援
事
業

所　

音
和
舎
彩
羽

☎
２
３
・
０
７
１
１（
担
当
：
綛
谷
）

※

五
條
市
の
委
託
事
業
で
す
。

　

五
條
市
や
奈
良
県
南
部
の
活
性

化
を
目
指
し
、
若
い
世
代
が
未
来

を
夢
見
る
連
載
講
座
で
す
。

■
日
時　

３
月
11
日
（
日
）

　

14
時
〜
17
時

■
場
所　

市
民
会
館

■
対
象
者　

高
校
生
以
上
の
人

■
内
容

▼「
植
物
で
医
薬
品
を
作
る
技
術
、

使
う
未
来
」

▼「
畑
で
作
る
高
栄
養
価
タ
ン
パ

ク
質
」

▼「
障
害
児
童
を
支
援
す
る
」

■
参
加
費　

５
０
０
円

※

高
校
生
は
参
加
費
無
料

■
申
込
方
法　

３
月
９
日
（
金
）

ま
で
に
生
涯
学
習
課
（
内
線
８

１
８
・
８
２
５
）
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

■
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五
新
線

再
生
推
進
会
議

メ
ー
ル   goshin-sen@

gojo.ne.jp

　

春
を
彩
る
素
敵
な
ハ
ン
ギ
ン
グ

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
作
り
方
を
教
わ
り

ま
す
。
初
め
て
の
人
も
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
23
日
（
金
）

　

10
時
30
分
〜
正
午

■
場
所　

民
俗
資
料
館

※

国
道
沿
い
に
駐
車
場
あ
り

■
講
師　

青
木 

恵
子
先
生

　
（
日
本
園
芸
協
会
認
定
ガ
ー
デ

ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■
参
加
費　

１
２
０
０
円

■
定
員　

先
着
20
人

■
申
込
方
法　

３
月
10
日
（
土
）

ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ハ
ガ

キ
・
メ
ー
ル
で
①
氏
名
②
住
所

③
年
齢
④
連
絡
先
を
伝
え
、
申

込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
込
み
時
に
①
壁
掛
け
タ
イ
プ

②
吊
る
す
タ
イ
プ
の
ど
ち
ら
か

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

ス
コ
ッ
プ
・
手
袋
・

ビ
ニ
ー
ル
袋
（
持
ち
帰
り
用
）

■
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

維
新
の

魁
・
天
誅
組

■
申
込
・
問
合
先　

民
俗
資
料
館

　
（
新
町
３-

３-

１
）（
月
曜
休
館
）

☎
・
FAX
２
２
・
０
４
５
０

メ
ー
ルinfo@

tenchugum
i.jp

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
当
日
作
る

も
の
と
異
な
り
ま
す
。

　　

吉
野
川
（
紀
の
川
）
源
流
の
森

を
訪
ね
、
水
環
境
に
つ
い
て
考
え

ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

３
月
25
日
（
日
）

　

10
時
現
地
集
合

■
集
合
場
所　

森
と
水
の
源
流
館

（
川
上
村
宮
の
平
）

■
定
員 

50
人

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

※

事
務
局
か
ら
抽
選
の
結
果
通
知

を
発
送
予
定

■
申
込
方
法　

３
月
14
日
（
水
）

ま
で
に
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
、①
参
加
者

全
員
の
氏
名
と
年
齢
②
住
所
③

電
話
番
号
を
伝
え
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

昼
食
・
飲
み
物

■
そ
の
他　

大
和
上
市
駅
（
９
時

30
分
発
）
か
ら
集
合
場
所
ま
で

の
送
迎
が
あ
り
ま
す
。
申
込
み

時
に
送
迎
希
望
と
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

公
園
緑
地
課

☎
２
４
・
２
６
１
０

FAX
２
４
・
２
６
１
１

メ
ー
ル　

kouen-ryokuti@city.gojo.lg.jp

講　座

第
７
回

第
７
回

　

Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
大
学

　

Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
大
学

第
７
回

　

Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
大
学

五
條
市
転
倒
骨
折
予
防
教
室

　

参
加
者
募
集

募　集

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会

 　

「
源
流
体
験
会
」

「
源
流
体
験
会
」

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会

 　

「
源
流
体
験
会
」

講　座

五
條
市
介
護
教
室

五
條
市
介
護
教
室

「
が
ん
に
な
っ
て
も

「
が
ん
に
な
っ
て
も

    

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
方
法
」

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
方
法
」

五
條
市
介
護
教
室

「
が
ん
に
な
っ
て
も

  

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
方
法
」

講　座

第
６
回
長
屋
門
わ
く
わ
く
講
座

第
６
回
長
屋
門
わ
く
わ
く
講
座

    『
春
の
寄
せ
植
え
』

『
春
の
寄
せ
植
え
』

　

参
加
者
募
集

　

参
加
者
募
集

第
６
回
長
屋
門
わ
く
わ
く
講
座

  『
春
の
寄
せ
植
え
』

　

参
加
者
募
集

お 

と 

わ 

や 

い 

ろ  

は

か
せ
た
に
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おしらせ・イベント

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

五
條
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内

し
ま
す
。

■
問
合
先　

地
域
政
策
課

　
（
内
線
２
３
６
）

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
平
成

29
年
度
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
に
、
あ
づ
み
台
地
区
自
治
連

合
会
が
応
募
し
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
活
動
に
活
用
で
き
る
機
材

の
整
備
、
非
常
時
に
有
効
活
用
で

き
る
機
器
等
を
整
備
し
ま
し
た
。

※

写
真
左
上
か
ら
、
A
E
D
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、
宝
く

じ
助
成
金
の
表
示
ス
テ
ッ
カ
ー
、

省
電
力
無
線
機
、
バ
ル
ー
ン
照

明
器

■
問
合
先　

地
域
政
策
課

　
（
内
線
２
３
６
）

■
問
合
先　

学
校
教
育
課

　
（
内
線
８
１
７
）

　

３
月
の
し
尿
く
み
取
り
に
つ
い

て
は
、
冬
場
の
た
め
、
道
路
へ
の

積
雪
や
凍
結
な
ど
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
予
定
日
の
設
定
を
行
い
ま

せ
ん
。
希
望
者
は
直
接
業
者
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

　

平
成
30
年
度
の
防
犯
灯
設
置
費

補
助
金
の
交
付
申
請
は
、
年
２
回

の
申
請
期
間
を
設
け
ま
す
。

■
申
請
期
間

①
６
月
１
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）

②
11
月
１
日
（
木
）
〜
30
日
（
金
）

の
期
間
内
（
平
日
８
時
30
分
〜

17
時
15
分
）
に
市
役
所
地
域
政

策
課
で
受
け
付
け
ま
す
。
申
請

期
間
以
外
で
は
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
４
月
以
降
に
広
報

　

詩
・
エ
ッ
セ
イ
・
昔
話
な
ど
を

朗
読
、
２
時
間
が
「
あ
っ
」
と
言

う
間
の
楽
し
い
発
表
会
で
す
。

■
日
時　

３
月
25
日
（
日
）

　

13
時
30
分
開
演

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
朗
読
作
品　
「
千
代
と
ま
り
」　

「
人
参
の
き
ん
ぴ
ら
」　
「
赤
い

み
ず
う
み
」
な
ど

※
入
場
無
料（
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

■
そ
の
他　

朗
読
サ
ー
ク
ル
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
第

１
・
３
金
曜
日
15
時
〜
17
時
に

中
央
公
民
館
で
活
動
中
）

■
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１（
火
・
祝
休
館
）

　

平
成
29
年
度
「
図
書
館
を
使
っ

た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

入
賞
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

■
展
示
期
間　

開
催
中

　

〜
３
月
13
日
（
火
）

■
場
所　

市
立
図
書
館

※

休
館
日
を
除
く
開
館
日
の
９
時

〜
16
時
45
分

おしらせ

〈
大
塔
地
区
〉

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

市
の
動
き
（
１
月
31
日
現
在
）

※

（
　

）
の
中
の
数
字
は
前

月
比
・
▲
は
減
少

年
金
出
張
相
談

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

日
赤
活
動
資
金
へ
の
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

おしらせ

平
成
29
年
度
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

で
機
材
を
整
備
し
ま
し
た

で
機
材
を
整
備
し
ま
し
た

平
成
29
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

で
機
材
を
整
備
し
ま
し
た

おしらせ

平
成
30
年
度
年
度

　

防
犯
灯
設
置
費
補
助
金
の

　

防
犯
灯
設
置
費
補
助
金
の

　
　

申
請
期
間
の
お
知
ら
せ

　
　

申
請
期
間
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度

　

防
犯
灯
設
置
費
補
助
金
の

　
　

申
請
期
間
の
お
知
ら
せ

おしらせ

平
成
29
年
度
年
度

    

図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る

図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る

　

学
習
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

　

学
習
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

平
成
29
年
度

  

図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る

　

学
習
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

広
報
五
條
２
月
号

「
五
條
の
歴
史
を
探
る
」

イベント

第
34
回

五
條
市
朗
読
サ
ー
ク
ル

五
條
市
朗
読
サ
ー
ク
ル

発
表
会

発
表
会

第
34
回

五
條
市
朗
読
サ
ー
ク
ル

発
表
会

　

ゴ
ル
フ
に
興
味
の
あ
る
小･

中

学
生
に
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
わ

か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

■
日
程　

３
月
26
日
（
月
）

　

〜
29
日
（
木
）
の
４
日
間

　

14
時
〜
16
時　

■
場
所　

シ
プ
レ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
（
木
ノ
原
町
９
６
３
）

■
定
員　

先
着
10
人
程
度

■
対
象　

市
内
に
在
住
す
る
小･

中
学
生
（
今
春
卒
業
す
る
人
も

含
む
）

■
参
加
費　

２
０
０
０
円
（
保
険

料
等
）

■
持
ち
物　

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、
手

袋
（
な
い
場
合
は
協
会
が
無
料

で
貸
し
出
し
ま
す
）

■
服
装　

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
パ
ン
ツ

（
ス
ラ
ッ
ク
ス
）

■
申
込
方
法　

３
月
15
日
（
木
）

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
主
催
・
申
込
・
問
合
先　

五
條

市
ゴ
ル
フ
協
会
（
大
垣
）

☎
０
９
０
・
５
８
８
８
・
９
７
６
５

講　座

春
休
み
ジ
ュ
ニ
ア

春
休
み
ジ
ュ
ニ
ア

　

ゴ
ル
フ
ス
ク
ー
ル

　

ゴ
ル
フ
ス
ク
ー
ル

春
休
み
ジ
ュ
ニ
ア

　

ゴ
ル
フ
ス
ク
ー
ル
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おしらせ・イベント

　

広
報
五
條
２
月
号
に
掲
載
さ
れ

た
記
事
に
、
内
容
の
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
次
の
と
お
り
訂
正
し

ま
す
。

（
訂
正
前
）
昭
和
35
年
、
両
校
は

合
併
し
、
白
銀
小
学
校
に
な
り

ま
し
た

（
訂
正
後
）
昭
和
35
年
、
両
校
は

合
併
し
、
白
銀
北
小
学
校
に
な

り
ま
し
た

■
問
合
先　

文
化
財
課

☎
２
４
・
２
０
１
１

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

毎
週
平
日 

８
時
30
分
〜
16
時

に
、相
談
内
容
に
合
わ
せ
、ス
タ
ッ

フ
が
事
前
に
準
備
し
て
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。（
要
予
約
）

■
場
所　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
（
大
和
高
田
市
幸
町
５-

11 

）

※

予
約
は「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

　

ま
た
は
次
の
問
合
先
ま
で
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

日
本
年
金
機
構
が
年
金
出
張
相

談
を
、
月
１
回
五
條
市
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。（
要
予
約
）

■
開
催
日　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
（
３
月
は
８
日
、
４
月
は
12
日
）

■
相
談
場
所　

市
民
課
年
金
係

■
相
談
時
間　

10
時
〜
12
時
15
分
、

13
時
〜
16
時
ま
で

■
持
ち
物　

年
金
手
帳
・
年
金
証

書
、
本
人
確
認
で
き
る
物
（
運

転
免
許
証
等
）
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

※

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　

早
め
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
必
要
書
類

が
違
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

■問合先
人権施策課　☎２５・１１３７

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

（
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
尾
﨑
好
男

市民の善意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

市の動き

市
の
動
き

市
の
動
き
（
１
月
31
日
現
在
）

日
現
在
）

※

（
　

）
の
中
の
数
字
は
前

（
　

）
の
中
の
数
字
は
前

月
比
・
▲
は
減
少

月
比
・
▲
は
減
少

市
の
動
き
（
１
月
31
日
現
在
）

※

（
　

）
の
中
の
数
字
は
前

月
比
・
▲
は
減
少

人
口
３
１
，
２
６
１
人
（
▲
４
７
）

男
　

１
４
，
８
９
０
人
（
▲
２
２
）

女
　

１
６
，
３
７
１
人
（
▲
２
５
）

世
帯
数
１
３
，
６
３
２ （
▲
１
１
）

出
生
１
７
件
　

死
亡
４
７
件

転
入
２
８
件
　

転
出
４
３
件

相　談

年
金
出
張
相
談

年
金
出
張
相
談

年
金
出
張
相
談

相　談

年
金
事
務
所
の

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

　

予
約
相
談

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

市民の善意

日
赤
活
動
資
金
へ
の
協
力

日
赤
活
動
資
金
へ
の
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

日
赤
活
動
資
金
へ
の
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
29
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

で
機
材
を
整
備
し
ま
し
た

平
成
30
年
度

　

防
犯
灯
設
置
費
補
助
金
の

　
　

申
請
期
間
の
お
知
ら
せ

平
成
29
年
度

  

図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る

　

学
習
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

訂　正

広
報
五
條
２
月
号

広
報
五
條
２
月
号

「
五
條
の
歴
史
を
探
る
」

「
五
條
の
歴
史
を
探
る
」

広
報
五
條
２
月
号

「
五
條
の
歴
史
を
探
る
」

　

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
平
成

29
年
度
日
赤
活
動
資
金
と
し
て
２

７
６
万
７
３
４
７
円
の
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
赤
十
字

活
動
へ
の
変
わ
ら
ぬ
支
援
・
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先　

日
本
赤
十
字
社
奈
良

県
支
部
五
條
市
地
区
事
務
局

（
社
会
福
祉
課
福
祉
係
内
）

　
（
内
線
２
９
９
）

第
34
回

五
條
市
朗
読
サ
ー
ク
ル

発
表
会

春
休
み
ジ
ュ
ニ
ア

　

ゴ
ル
フ
ス
ク
ー
ル
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「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。
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五
條
の

笠
の
辻
地
蔵
の
絵
巻
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
そ
の
１
～

五
條
の

をを

歴
史を

歴
史

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

條市  編
1 号 ☎07

・ごみ量 000.0㌧

８月結果発表！

を今にを今に伝える資伝える資料とその料とそのゆかりのゆかりの地を紹介地を紹介します。します

・ごみ量 000.0㌧

８月結果発表！

史を探史を探る」ではる」では 五條の、五條の歴史 文歴史・文化化

ご

８８
３月の目標 
  376.9㌧!200

トン減

めざせ年間

編集 市

「五條の「五條の歴歴歴史歴史

の月のののの３３３３３３３月

200
トン減

めざせ年間

747・22・4001

ごみ量 000.0㌧・ごの目標 
9㌧9㌧!

市⻑公室企画政策課公室公室企画政企画政策課

ののの月のののの
6.376.763 6

３３３３３３月
  30

減

年間

政政策課策課

各家庭でしっかり分別し、ごみの減量化を目指しましょう！

20
トン減

めめめめざせ年

各

燃えるごみ

減量チャレンジ！

こ
の
調
子
で

こ
の
調
子
で

が
ん
ば
ろ
う

が
ん
ば
ろ
う

・ごみ量 416.9㌧
・目標値 423.7㌧

12月結果発表！

6.8㌧

減少！

３月の目標 
  376.9㌧!200

トン減

めざせ年間

各家庭でしっかり分別し、ごみの減量化を目指しましょう！

市
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
防
災
行
政
無
線

※

放
送
内
容
が
よ
く
聞
こ
え
な
か
っ
た
ら
、
同
じ
内
容
を

放
送
内
容
が
よ
く
聞
こ
え
な
か
っ
た
ら
、
同
じ
内
容
を

　

防
災
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

防
災
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
☎

２
２
・
２
２
３
３

２
２
・
２
２
３
３ 

で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

後
に
正
覚
院
と
い
う
寺
院
に
移
り
住
み
ま

し
た
が
、
そ
の
後
住
院
な
ど
は
金
雄
と
い

う
僧
に
譲
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
金
雄
は

地
蔵
堂
に
関
係
す
る
も
の
を
一
切
合
財
売

却
し
、
罰
を
受
け
た
た
め
か
死
去
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
現
れ
て
く
る
の
が
、
箱
に
名
前

が
記
さ
れ
て
い
る
応
諄
で
し
た
。
応
諄
は

寿
円
に
養
育
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

恩
に
む
く
い
る
た
め
地
蔵
堂
を
再
興
し
よ

う
と
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
縁
起

は
譲
ら
な
か
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
応
諄
は
高
齢
、
病
気
が
ち
と
な
り
地

蔵
堂
の
再
興
を
自
ら
の
手
で
は
成
し
遂
げ

ら
れ
な
い
と
考
え
た
た
め
、
文
政
６
（
１

８
２
８
）
年
に
笠
の
辻
地
蔵
堂
に
縁
起
を

寄
進
し
た
、
と
い
う
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
記
載
か
ら
、
こ
の
絵
巻
物
が
江
戸

時
代
終
わ
り
頃
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
次
回
は
内
容
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
（
つ
づ
く
）

文
化
財
課　

学
芸
員　

山
崎
竜
洋

に
接
す
る
の
は
は
じ
め
て
で
す
が
、
こ
の

絵
巻
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
渡
浩
一
氏
に

よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今

回
か
ら
、
渡
氏
の
研
究
を
も
と
に
こ
の
絵

巻
物
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
こ
の
絵
巻
物
が
ど
の
よ
う
に
伝

え
ら
れ
て
き
た
の
か
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
こ
の
絵
巻
物
は
木
箱
に
納
め
ら

れ
た
形
で
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
箱

に
は
『
宇
智
郡
今
井
邑　

高
野
山
小
田
原

来
迎
院
／
笠
辻
地
蔵
尊
縁
記
箱　

応
諄
寄

進
』
（
写
真
２
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ

こ
か
ら
高
野
山
の
来
迎
院
の
応
諄
と
い
う

僧
侶
か
ら
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
絵
巻
物
の
末
尾

に
は
笠
の
辻
に
地
蔵
堂
が
建
立
さ
れ
た
経

緯
や
、
絵
巻
物
が
伝
わ
っ
て
き
た
経
緯
な

ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
伝
来
の
経
緯
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

地
蔵
堂
に
い
た
寿
円
は
安
永
４
（
１
７

７
５
）
年
10
月
22
日
、
自
ら
が
病
死
す
る

前
に
、
高
野
山
西
院
谷
三
蔵
院
の
東
雄
に

す
べ
て
の
財
産
を
譲
り
ま
し
た
。
東
雄
は

　

五
條
市
今
井
の
旧
伊
勢
街
道
沿
い
の

「
笠
の
辻
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
地
蔵
堂
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
地
蔵
堂
に
あ
る
お
地
蔵

さ
ま
に
つ
い
て
の
由
来
は
、
む
か
し
か
ら

言
い
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
か
ら
40
年
ほ
ど
前
に
発
行
さ
れ
た

『
五
條
の
む
か
し
話
』
の
中
に
も
「
笠
の

辻
の
お
地
ぞ
う
さ
ま
」
と
い
う
題
で
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
笠
の
辻

地
蔵
堂
の
縁
起
を
描
い
た
絵
巻
物
『
笠
辻

地
蔵
尊
縁
起
』
（
写
真
１
）
の
寄
贈
を
う

け
ま
し
た
。
笠
の
辻
地
蔵
に
関
す
る
資
料

写
真
１
：
絵
巻
物
の
一
部
分

写真２：絵巻物が
収められていた箱

こ
の
調
子
で

が
ん
ば
ろ
う

こうほうごじょううう 広報五條広報五條広報五條

五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課（内線366）

五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課(内線366)

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

悪質商法や多重債務など

消費生活・多重債務相談
時間　10時～15時

場所　第２分庁舎３階

３ 月 市 民 ご よ み

毎 週
月・木

人権を確かめあう日３/11
（日）

３/10
（土）

３/22
（木）

15（月）心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

３/14
（水）

３/28
（水）

健康管理、肥満や禁煙など

保健師による健康相談
場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

３/22
（木）

年金事務所の

出張年金相談（要予約）
時間　10時～12時15分

　　　13時～16時

場所　市民課年金係

予約　大和高田年金事務所

☎０７４５・２２・３５３１

３/８
（木）

※早めに予約してください。（人数制限あり）

15（月）もの忘れ相談
場所　カルム五條

予約　地域包括支援センター

☎２５・２６４０

３/７
（水）

24

25

26

27

28

29

30

土

日

月

火

水

木

燃え

ま
す
。
（
つ
づ
く
）

課

学
芸
員

山
崎
竜
洋

消費生活・多重債務相談
時間 10時～15時

場所場所 第２第２分庁分庁舎３舎３階階

月・木

臨時職員
登録受付中

■問合先　児童福祉課（内線 349）

市内保育所
学童保育所
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